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　3月7日（日）に当問高原の常設コースを舞台に第3回スノーチュー

ビング日本選手権大会が開かれました。当日は東京や千葉など17人

の県外参加者を含む144人が出場。パフォーマンス部門では、大人気

の「だんご3兄弟」に扮した「だんご3姉妹」が優勝しました。

　また市が昨年から2か年で進めているファミリーリゾート推進事

業のうち、センター棟がこのほど完成しました。地下に雪室も備え

たこのログハウスには、交流ルーム2室（約30人と10人）と調理室

があります。スロープや障害者用トイレを備え、高齢者や障害者に

も使いやすい構造です。「ナトゥーラ」と名付けられたセンター棟は

4月1日から利用できます。◆利用予約二十日町市体験交流施設管

理運営協議会（当間高原リゾート内智58－4890）へ。
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1年度予算平成

灘

　3月定例市議会で平成11年度予算が議決されました。当市の予算総額は298億7，

120万円。予算規模は前年度比3．8％の増額となっています。予算編成にあたって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　ち
は「やさしさとふれあいに満ちた活力あふれる都市」を基本理念に、国の平成m

年度の補正予算事業と一体的・継続的な投資効果が図られるよう、財源の重点的・

効率的配分に努めました。これにより景気浮揚対策や雇用創出、12年度開始の介

護保険制度を見据えた高齢化社会への対応など、市民生活の向上に積極的に取り

組んでいきます。

　今回は平成11年度予算のあらましについてお知らせします。

、
騰
　
．

193億5，100万円般会計

105億2，020万円特別会計

面
灘万円臨

思
†目ロ

一・般会計・特別会計の内訳

驚

水道事業会計

、難　　　　鐙　・ ・灘・．難・ ．繭犠鑑

一　　般　　会　　計 193億5、100万円 ＋5．0％

特　　別　　会　　計 105億2、020万円 ＋1．6％

内
　
　
　
訳

国民健康保険 24億6，260万円 △2．1％

簡　易　水　道 6億9，240万円 △6．3％

下水　道事業 23億4，780万円 ＋2．7％

老　人　保　健 45億4，230万円 ＋3．3％

農業集落排水事業 4億7，510万円 ＋13．5％

総　　　　　　　　額 298億7，玉20万円 ＋3．8％

麟　　　鐙 登　　　額

収益的収支

収　入 6億2，400万円

支　出 6億1，820万円

資本的収支

収　入 2億2，255万円

支　出 3億8，800万円

差　引 △　1億6，545万円

※資本的収支の不足額は損益勘定留保資金等で補てんします。

］
般
会
計
・
特
別
会
計
の
概
要

一
般
会
計
予
算
3
年
振
り
5
％
の
増
額
予
算
で
す
。

　
【
歳
入
】
市
税
は
経
済
状
況
の
動
向
を
勘
案
し
4
・

　
8
％
減
の
4
6
億
2
8
0
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
地
方
交
付
税
は
9
・
6
％
増
の
5
7
億
1
、
5
0
0

　
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
【
歳
出
】
昨
年
に
比
べ
伸
び
率
の
高
い
項
目
は
商

　
工
費
（
4
1
・
2
％
）
農
林
水
産
業
費
（
1
2
％
）
教

　
育
費
（
6
・
4
％
）
衛
生
費
（
5
・
4
％
）
民
生

　
費
（
5
・
2
％
）
で
す
。

特
別
会
計
予
算
　
内
訳
は
次
の
5
つ
の
会
計
で
す
。

【
国
民
健
康
保
険
】
保
険
給
付
費
は
、
ほ
ぼ
前
年
度

　
並
み
を
見
込
み
、
保
険
料
率
に
つ
い
て
は
据
え
置

　
き
と
し
ま
し
た
。

【
簡
易
水
道
】
水
沢
市
ノ
沢
、
中
在
家
、
南
雲
、
大

　
石
へ
の
給
水
を
目
指
す
「
水
沢
南
部
地
区
簡
易
水

　
道
新
設
事
業
」
の
ほ
か
、
配
水
管
の
布
設
・
布
設

　
替
工
事
費
等
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

【
下
水
道
事
業
】
新
座
・
大
井
田
地
区
等
の
公
共
下

　
水
道
整
備
事
業
と
、
水
沢
南
部
地
区
等
の
特
環
下

　
水
道
整
備
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
老
人
保
健
】
対
象
老
人
の
増
加
に
伴
い
、
医
療
費

　
給
付
費
は
3
・
3
％
増
を
見
込
み
ま
し
た
。

【
農
業
集
落
排
水
事
業
】
継
続
事
業
の
鐙
島
地
区
農

　
業
集
落
排
水
事
業
は
1
1
年
度
の
完
了
を
目
指
し
ま

　
す
。
新
た
に
下
条
地
区
へ
の
事
業
着
手
に
よ
り
全

　
体
で
1
3
・
5
％
の
増
で
計
上
し
ま
し
た
。

水
道
事
業
会
計
　
給
水
量
は
前
年
度
比
2
万
8
、
0

　
0
0
立
方
メ
ー
ト
ル
の
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
収
益
的
収
入
に
含
ま
れ
る
給
水
収
益
は
2
・
1
％

　
増
の
6
億
1
、
5
6
8
万
円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
1
2
月
に
条
例
改
正
が
な
さ
れ
ま
し
た

　
水
道
料
金
は
、
今
年
1
0
月
使
用
分
か
ら
改
定
さ
せ

　
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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（単位：万円）

県支出金9億5，878（5．0％）

一繰入金4億566（2．1％）

蓬総15億5・895（8・1％）（擁馨君馨聯濡数料

衛生費14億3，636（7．4％）

　　農林水産業費8億6，621（4．5％）

　　　　　消防費6億1，770（3．2％）
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費
③
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難
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工
億
」
　
難
醸

　
　
商
2
5
1
3

　
　
　
　
（

市　税

　46億287
　　（23．8％）

歳入
　地方交付税
57億1，500
（29・5％レ

　諸収入
31億7，138
（16．4％）

一国庫支出金16億3，506（8．4％）

市　債13億330（6．7％）

当
市
の
”
年
度
当
初
予
算
か
ら
主
要
事
業
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
◇
は
新
規
事
業
で
す
。

自
然
と
調
和
し
た

魅
力
あ
る

　
　
　
都
市
基
盤
づ
く
り

社
会
生
活
を
支
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
交
通
網
の
整
備

◆
道
路
新
設
改
良
事
業
（
高
山
太
子
堂
線
、

　
新
光
寺
北
原
線
ほ
か
）
　
7
億
7
、
7
5
3

◇
㈹
高
山
水
沢
線
道
路
整
備
事
業
（
測
量
調

　
査
設
計
委
託
）
　
　
　
　
　
　
　
3
0
0

魅
力
あ
ふ
れ
る

　
　
　
　
　
　
都
市
基
盤
の
整
備

◇
住
居
表
示
研
究
事
業
（
市
街
地
の
住
居
表

　
示
を
研
究
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
3

◇
信
濃
川
桜
づ
つ
み
整
備
事
業
（
太
田
島
地

　
内
の
側
帯
盛
土
地
に
桜
を
植
栽
）
1
0
0

◇
信
濃
川
親
水
化
整
備
事
業
（
緑
道
終
点
で

　
の
ー
㈹
リ
バ
ー
サ
イ
ド
プ
ラ
ザ
」
整
備
、

　
調
査
設
計
委
託
）
　
　
　
　
　
　
2
0
0

◆
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
3
0

◆
十
日
町
市
総
合
公
園
整
備
事
業
（
遊
歩
道

　
整
備
ほ
か
）
　
　
　
　
　
　
3
、
2
0
0

◆
十
日
町
市
緑
道
整
備
事
業
（
高
山
太
子
堂

　
線
～
妻
有
大
橋
間
1
1
2
m
）
2
、
0
0
0

　
　
　
　
　
　
（
単
位
”
万
円
）

◆
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
億
4
、
2
8
9

◆
西
本
町
土
地
区
画
整
理
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
億
1
、
3
5
2

計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進

◆
管
内
地
図
整
備
事
業
　
　
　
　
3
、
0
0
0

◇
都
市
計
画
区
域
見
直
し
事
業
　
　
5
0
0

活
力
に
満
ち

未
来
を
拓
く

　
　
　
　
　
　
　
産
業
づ
く
り

近
代
化
に
よ
る
新
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
農
林
業
の
振
興

◇
緊
急
生
産
調
整
条
件
整
備
事
業
（
団
地
転

　
作
用
機
械
整
備
）
　
　
　
　
　
　
2
0
4

◇
「
新
潟
米
」
低
コ
ス
ト
生
産
緊
急
対
策
事

　
業
（
営
農
シ
ス
テ
ム
確
立
支
援
）
6
6
0

◇
園
芸
複
合
ア
タ
ッ
ク
支
援
事
業
（
ア
ス
パ

　
ラ
栽
培
に
よ
る
複
合
化
支
援
）
　
　
4
4

◆
中
山
問
地
域
活
性
化
推
進
事
業
（
グ
リ
ン

　
ツ
ー
リ
ズ
ム
モ
デ
ル
地
区
設
定
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
0
7
0

◇
定
住
環
境
整
備
事
業
（
集
落
コ
ミ
ュ
ニ
テ

　
ィ
活
動
の
推
進
支
援
、
上
田
原
）
5
3
4

◇
組
織
経
営
体
育
成
事
業
（
転
作
組
織
の
活
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した調
る
と
あ

自
魅

　
当
市
の
道
路
網
整
備
に
重
要
な
役
割
を
果
た

す
上
越
魚
沼
地
域
振
興
快
速
道
路
（
高
規
格
道

路
）
は
、
昨
年
1
2
月
に
建
設
省
か
ら
「
八
箇
峠

道
路
」
の
計
画
概
要
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
日
町
市
の
新
年
度
予
算
で
は
高
規
格
道
路

の
整
備
状
況
を
視
野
に
入
れ
、
新
規
に
「
㈹
高

山
水
沢
線
道
路
整
備
事
業
」
の
測
量
調
査
設
計

委
託
料
を
計
上
し
ま
し
た
。
こ
の
路
線
は
現
在

の
国
道
2
5
3
号
と
高
山
太
子
堂
線
の
交
差
点

か
ら
、
高
規
格
道
路
の
十
日
町
イ
ン
タ
ー
を
結

び
、
バ
イ
パ
ス
機
能
を
果
た
す
こ
と
を
想
定
し

て
い
ま
す
。
「
道
路
新
設
改
良
事
業
」
全
体
で
は

8
億
4
、
4
4
0
万
円
を
計
上
し
、
高
山
太
子

堂
線
、
新
光
寺
北
原
線
、
長
里
線
ほ
か
の
改
良

舗
装
を
進
め
ま
す
。

　
都
市
基
盤
整
備
に
関
す
る
新
規
事
業
で
は
、

市
街
地
の
住
居
表
示
方
法
を
研
究
す
る
た
め
の

「
住
居
表
示
研
究
事
業
」
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

「
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業
」
に
は
3
億
4
、

2
8
9
万
円
、
昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
西
本

町
土
地
区
画
整
理
事
業
」
に
は
3
億
1
、
3
5

2
万
円
が
計
上
さ
れ
、
家
屋
移
転
や
道
路
築
造

工
事
等
が
行
わ
れ
ま
す
。
都
市
構
造
の
変
化
に

対
応
す
る
た
め
に
、
1
1
年
度
は
都
市
計
画
区
域

の
見
直
し
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
建
設
省
に
よ
る
太
田
島
地
内
の
堤

防
の
側
帯
盛
土
工
事
完
了
に
あ
わ
せ
、
桜
を
植

栽
す
る
「
信
濃
川
桜
づ
つ
み
整
備
事
業
」
費
を

計
上
し
ま
し
た
。

　
順
次
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
緑
道
整
備
も

今
年
度
は
高
山
太
子
堂
線
か
ら
下
水
処
理
場
正

門
近
く
ま
で
の
1
1
2
m
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

　
妻
有
大
橋
わ
き
の
緑
道
終
点
で
は
、
信
濃
川

を
と
り
ま
く
自
然
と
の
触
れ
合
い
拠
点
と
し
て

「
㈹
リ
バ
ー
サ
イ
ド
プ
ラ
ザ
」
の
調
査
設
計
が

行
わ
れ
ま
す
。

活力に満ち
未来を拓く

　
長
引
く
不
況
に
よ
っ
て
市
内
の
経
済
・
雇
用

情
勢
は
か
つ
て
な
い
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、
市

民
生
活
は
厳
し
い
現
実
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

当
市
で
は
昨
年
6
月
に
緊
急
経
済
対
策
本
部
を

設
置
し
、
国
の
対
策
に
即
応
し
た
景
気
浮
揚
策

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
内
の

各
種
産
業
、
雇
用
情
勢
等
は
今
な
お
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
年
度
も
引
き

続
き
景
気
経
済
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
農
林
水
産
業
で
は
、
過
剰
在
庫
を
抱
え
る
米

の
減
反
を
支
援
す
る
た
め
、
引
き
続
き
「
生
産

調
整
推
進
対
策
事
業
」
等
を
実
施
し
ま
す
。
生

産
調
整
と
消
費
拡
大
の
推
進
で
米
価
を
維
持
す

る
一
方
で
、
「
農
村
総
合
整
備
事
業
」
や
「
中
山

問
地
域
活
性
化
基
盤
総
合
整
備
事
業
」
（
中
条
高

原
）
、
「
林
道
開
設
事
業
」
な
ど
を
行
い
、
足
腰

　
動
費
助
成
、
新
規
団
地
支
援
）
　
2
i
9

◇
水
田
麦
・
大
豆
等
生
産
振
輿
緊
急
対
策
事

　
業
（
高
品
質
飼
料
の
生
産
振
興
）
1
8
2

◇
規
模
拡
大
緊
急
支
援
事
業
（
規
模
拡
大
に

　
伴
う
転
作
増
加
分
の
対
応
支
援
）
ー
2
0

◆
生
産
調
整
推
進
対
策
市
単
奨
励
補
助
事
業

　
（
転
作
の
推
進
・
組
織
育
成
）
3
、
6
4
7

◇
新
潟
米
消
費
拡
大
対
策
事
業
　
　
i
O
ー

◆
畜
産
振
興
対
策
事
業
　
　
　
　
　
5
4
ー

◆
広
域
営
農
団
地
農
道
整
備
事
業
（
池
ノ
平
、

　
池
之
尻
、
大
石
）
　
　
　
　
2
、
0
2
5

◆
基
盤
整
備
促
進
事
業
（
栗
ノ
木
田
地
区
農

　
道
改
良
工
事
）
　
　
　
　
　
　
1
、
7
1
7

◇
県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
（
鉢
沢
用
水
改

　
修
事
業
計
画
策
定
）
　
　
　
　
　
4
7
5

◆
農
村
総
合
整
備
事
業
（
小
泉
、
安
養
寺
他

　
集
落
道
・
椌
木
広
場
整
備
）
　
7
、
0
0
0

◆
県
営
ほ
場
整
備
事
業
（
四
日
町
中
条
、
下

　
条
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
、
7
0
3

◆
特
定
農
山
村
整
備
促
進
事
業
（
鉢
）
ー
3
5

◇
団
体
営
土
地
改
良
事
業
（
六
箇
山
谷
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
乙
O
n
U

◆
中
山
問
地
域
活
性
化
基
盤
総
合
整
備
事
業

　
（
中
条
高
原
）
　
　
　
　
　
3
、
4
5
2

◇
林
業
生
産
活
性
化
事
業
　
　
　
　
8
0
0

◇
特
用
林
産
産
地
整
備
事
業
　
　
8
、
2
8
7

◇
き
の
こ
王
国
支
援
事
業
（
産
地
の
ブ
ラ
ン

　
ド
化
促
進
）
　
　
　
　
　
　
　
　
3
0
6

◆
林
道
開
設
事
業
（
反
り
目
線
、
四
十
日
小

　
貫
線
、
中
魚
沼
丘
陵
線
）
　
　
5
、
5
8
6

◆
林
道
舗
装
事
業
（
池
沢
鍬
柄
沢
線
、
薬
師

　
線
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
、
8
0
0

◆
森
林
整
備
推
進
事
業
　
　
　
　
　
7
0
0

活
力
と
活
気
に
満
ち
た

　
　
　
　
　
　
　
　
商
工
業
の
振
興

◇
商
工
会
議
所
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
委
員
会
補
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
0

◆
商
店
街
活
性
化
イ
ベ
ン
餐
補
助
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
0
ハ
ロ

◆
織
物
組
合
染
織
創
作
展
事
業
等
補
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
醤
鱗
血
U
肉
U

◇
租
装
教
育
推
進
事
業
補
助
（
き
も
の
和
文

　
化
啓
発
の
た
め
の
教
育
活
動
補
助
）
2
0

◆
中
小
企
業
大
学
校
等
受
講
料
補
助
　
3
5

◆
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
運
営
費
等
補
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
　
Q
4
0
“
U

◆
商
工
業
関
係
貸
付
事
業
同
億
ー
、
6
6
6

◆
経
済
景
気
対
策
特
別
資
金
貸
付
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
億
8
、
8
5
6

雇
用
の
安
定
と
人
材
確
保

◆
十
目
町
地
区
雇
用
協
議
会
負
担
金
　
8
5

◆
女
性
政
策
事
業
（
「
女
性
行
動
計
画
」
策
定

　
に
向
け
た
体
制
整
備
）
　
　
　
　
3
0
0

◆
十
日
町
地
域
シ
ル
バ
i
人
材
セ
ン
タ
ー
助

　
成
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
4
、
3
9
1

◆
勤
労
者
住
宅
建
設
資
金
貸
付
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
　
　
り
乙
3
9

豊
か
な
心
と

創
造
性
に

　
　
　
　
富
む
人
づ
く
り

学
校
教
育
の
充
実

◇
音
楽
教
育
推
進
設
備
整
備
事
業
（
楽
器
導

　
入
に
よ
る
情
操
教
育
充
実
、
東
小
）
5
0

4



の
強
い
産
業
基
盤
を
形
成
し
ま
す
。
林
業
関
連

で
は
「
特
用
林
産
産
地
整
備
事
業
」
に
よ
る
な

め
こ
培
養
セ
ン
タ
ー
増
築
へ
み
補
助
や
、
「
き
の

こ
王
国
支
援
事
業
」
で
の
、
ブ
ラ
ン
ド
化
促
進

支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
商
工
業
に
か
か
わ
る
経
済
景
気
対
策
で
は
、

平
成
1
0
年
度
補
正
予
算
対
応
で
始
ま
っ
た
「
経

済
景
気
対
策
特
別
資
金
貸
付
金
」
を
継
続
し
、

新
年
度
新
規
貸
付
枠
と
し
て
5
億
円
を
設
定
し

ま
し
た
。
貸
付
条
件
に
つ
い
て
も
1
0
年
度
は
、

最
近
3
か
月
の
売
上
等
減
少
率
が
2
0
％
以
上
と

し
て
い
た
も
の
を
、
新
年
度
か
ら
は
1
0
％
以
上

と
す
る
緩
和
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
従
来
の
「
十
日
町
市
工
場
設
置
奨
励

条
例
」
は
、
4
月
か
ら
「
十
日
町
市
企
業
設
置

奨
励
条
例
」
に
改
め
ら
れ
ま
す
。
今
回
の
改
正

で
対
象
業
種
を
情
報
サ
ー
ビ
ス
や
運
輸
・
通
信

業
な
ど
に
も
拡
大
し
た
上
で
、
雇
用
促
進
奨
励

金
や
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
、
事
務
所
用
地

の
取
得
斡
旋
等
の
便
宜
供
与
な
ど
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　
こ
の
他
、
各
種
貸
付
金
の
県
信
用
保
証
協
会

へ
の
保
証
料
に
対
す
る
補
助
と
し
て
ー
、
3
6

4
万
円
（
う
ち
経
済
景
気
対
策
特
別
資
金
分
6

2
0
万
円
、
補
助
率
5
0
％
）
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
景
気
浮
揚
効
果
が
見
込
ま
れ
る
公
共
事
業
に

つ
い
て
は
、
国
の
1
0
年
度
第
3
次
補
正
予
算
と

胤
澤笛

切
れ
目
な
く
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
少
し

で
も
早
い
景
気
回
復
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
き

ま
す
。　

　
お

と
富
な
性

　
義
務
教
育
関
係
で
は
、
小
中
学
校
で
の
教
育

用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
活
用
に
向
け
た
整
備
事
業

を
行
う
ほ
か
、
新
規
に
水
沢
学
校
給
食
共
同
調

理
場
の
改
築
事
業
費
1
億
6
、
3
8
4
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。
老
朽
化
し
た
共
同
調
理
場
を

更
新
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
衛
生
管
理
基
準
に

も
万
全
の
体
制
を
築
き
ま
す
。
な
お
建
物
は
水

沢
小
学
校
屋
内
体
育
館
に
併
設
さ
れ
ま
す
。

　
一
方
、
1
0
年
度
に
整
備
し
た
「
心
の
教
室
」

に
つ
い
て
は
新
規
に
備
品
整
備
の
た
め
に
2
0
万

円
を
予
算
化
し
た
ほ
か
、
学
校
生
活
へ
の
適
応

が
難
し
い
児
童
生
徒
に
対
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
な
ど
を
行
う
た
め
の
「
不
登
校
児
童
・
生
徒

対
策
等
事
業
」
に
取
り
組
み
、
心
の
健
全
育
成

灘蕪
冠
噸

◇
「
心
の
教
室
」
備
品
整
備
事
業
　
　
2
0

◆
十
目
町
市
奨
学
金
貸
付
事
業
4
、
3
0
2

◆
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
補
助
事
業
8
3
4

◆
不
登
校
児
童
生
徒
対
策
等
事
業
（
訪
間
指

　
導
．
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
に
よ
る
学
校
生

　
活
復
帰
援
助
ほ
か
）
　
　
　
　
　
7
9
7

◆
小
学
校
コ
ン
ピ
ュ
i
夕
導
入
事
業
（
十
小
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
り
乙
【
O
弓
Q

◆
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入
事
業
（
中
条
・

　
下
条
中
）
　
　
　
　
　
　
　
2
、
5
6
2

◇
社
会
科
副
読
本
作
成
事
業
（
小
学
校
3
・

　
4
年
生
向
け
副
読
本
作
成
）
　
　
2
5
0

◆
O
l
－
5
7
対
策
事
業
（
中
央
給
食
場
一

　
部
改
善
工
事
、
薬
剤
購
入
ほ
か
）
5
2
6

◇
水
沢
学
校
給
食
共
同
調
理
場
施
設
更
新
事

　
業
（
水
沢
小
体
育
館
に
併
設
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
億
6
、
3
8
4

社
会
教
育
の
充
実

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
建
設
助
成
事
業
（
城

　
之
古
・
中
条
旭
町
）
　
　
　
　
2
、
8
3
8

◆
青
年
教
育
事
業
（
青
年
学
級
）
　
5
2
8

◆
地
域
社
会
教
育
活
動
総
合
事
業
（
高
齢
者
、

　
婦
人
、
家
庭
教
育
）
　
　
　
　
　
3
2
0

◆
生
涯
学
習
基
盤
整
備
事
業
（
世
代
間
交
流

　
促
進
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
助
成
）
8
0

◇
公
民
館
地
区
館
5
0
周
年
記
念
事
業
　
7
0

◇
情
報
館
資
料
・
設
備
シ
ス
テ
ム
等
整
備
費

　
（
図
書
視
聴
覚
機
器
整
備
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
億
9
、
0
7
4

芸
術
文
化
の
振
興

◆
ア
ー
ト
の
か
お
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
（
石

　
彫
作
品
制
作
設
置
、
商
店
街
等
で
の
美
術

　
作
品
展
示
）
　
　
　
　
　
　
　
　
8
2
0

◇
文
化
公
演
事
業
（
ク
リ
ス
マ
ス
・
ク
ラ
シ

　
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
）

◆
市
美
術
展

◇
重
文
「
笹
山
遺
跡
出
土
品
」

　
　
1
∩
U
O

　
　
I
Ω
り
【
Q

図
録
作
成

　
　
り
乙
O
n
U

ス
ポ
ー
ツ
振
興

◇
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
公
認
キ
ャ
ン
プ
誘
致
事

　
業
（
誘
致
活
動
）
　
　
　
　
　
　
3
0
0

◆
健
康
体
力
増
進
事
業
（
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の

　
振
興
、
健
康
増
進
の
推
進
）
　
ー
、
3
7
4

安
ら
ぎ
の
あ
る

快
適
な

　
　
　
生
活
環
境
づ
く
り

豊
か
な
生
活
環
境
の
整
備

◆
ご
み
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
事
業
（
空

　
き
缶
等
有
価
物
集
団
回
収
奨
励
金
、
生
ご

　
み
処
理
容
器
購
入
等
へ
の
補
助
）
3
－
4

◇
環
境
基
本
計
画
策
定
事
業
（
生
活
・
自
然

　
環
境
保
全
に
向
け
た
計
画
策
定
）
1
3
7

◆
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
7
3
Ω
り

◆
信
濃
川
環
境
整
備
事
業
（
「
水
な
し
サ
ミ
ッ

　
ト
」
開
催
）
　
　
　
　
　
　
　
　
2
0
0

◆
水
沢
南
部
地
区
簡
易
水
道
新
設
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
億
4
、
8
7
4

◆
公
共
下
水
道
事
業
（
新
座
・
大
井
田
処
理

　
分
区
管
渠
布
設
工
事
）
　
6
億
7
、
5
6
7

◆
特
環
下
水
道
事
業
（
南
部
処
理
分
区
管
渠

　
布
設
工
事
ほ
か
）
　
　
5
億
0
、
0
0
3

◆
鐙
島
・
下
条
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業
（
管

　
渠
布
設
工
事
・
実
施
設
計
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
億
9
、
8
2
5
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｝
　
［
　
盛

旨　
1
　
｛
］
ヨ

I 』

t　1

；
日
旨
ヨ

1
1
1
1

i
｝
l
l

l
し

に
必
要
な
支
援
策
を
進
め
ま
す
。

　
社
会
教
育
関
係
で
は
、
11
年
度
に
開
館
を
迎

え
る
情
報
館
整
備
の
た
め
に
1
億
9
、
0
7
4

万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
7
万

5
千
冊
の
蔵
書
を
は
じ
め
と
す
る
資
料
収
集
や

各
種
情
報
シ
ス
テ
ム
の
開
発
事
業
な
ど
、
開
館

に
向
け
た
最
終
準
備
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
芸
術
文
化
の
振
興
と
し
て
、
「
ア
ー
ト
の

か
お
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
に
取
り
組
み
、
石

彫
作
品
の
制
作
・
設
置
を
は
じ
め
、
商
店
街
シ

ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
等
に
も
美
術
作
品
を
展
示
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
で
は
、
2
0
0
2
年
に
開
催

さ
れ
る
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
の
公
認
キ

ャ
ン
プ
地
へ
の
誘
致
活
動
を
進
め
る
た
め
、
新

規
に
3
0
0
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

安らぎのある
快適な

　
十
日
町
市
で
は
、
平
成
9
年
か
ら
「
十
日
町

市
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
条
例
」
を
施
行
す
る

な
ど
、
快
適
な
環
境
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。
新
年
度
も
「
環
境
美
化

推
進
事
業
」
を
行
い
、
ポ
イ
捨
て
防
止
の
徹
底

や
、
春
と
秋
に
市
民
参
加
で
行
う
ク
リ
ー
ン
作

戦
を
行
い
ま
す
。
ま
た
「
ご
み
減
量
化
・
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
事
業
」
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、

生
ご
み
処
理
容
器
な
ど
の
一
層
の
普
及
促
進
に

努
め
ま
す
。
新
規
事
業
で
は
「
環
境
基
本
計
画

策
定
事
業
」
の
中
で
、
生
活
及
び
自
然
環
境
の

保
全
や
循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
た
基
本
計

画
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　
豪
雪
地
帯
に
あ
る
十
日
町
市
で
は
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
冬
の
環
境
整
備
が
市
民
の
悲
願
で

す
。
住
宅
の
面
で
は
雪
下
ろ
し
か
ら
の
解
放
を

目
標
に
、
引
き
続
き
融
雪
式
住
宅
や
耐
雪
式
住

宅
へ
の
補
助
や
融
資
を
行
い
ま
す
。

　
平
成
9
年
度
か
ら
高
山
・
山
本
地
区
で
行
わ

れ
て
い
る
流
雪
溝
整
備
で
は
、
新
た
に
約
2
・

3
㎞
を
施
工
し
早
期
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
る
う
え
で
、
上
下

水
道
の
整
備
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
簡
易
水
道
で
は
引
き
続
き
水
沢
南
部
地
区
の

整
備
を
進
め
ま
す
。
下
水
道
で
は
、
昨
年
同
様

公
共
下
水
道
事
業
と
し
て
新
座
・
大
井
田
処
理

分
区
、
特
定
環
境
保
全
下
水
道
事
業
で
水
沢
南

部
処
理
分
区
の
管
渠
布
設
を
行
い
ま
す
。
農
業

集
落
排
水
事
業
で
は
鐙
島
地
区
の
管
渠
布
設
及

び
下
条
地
区
の
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
各
種
下
水
道
事
業
に
該
当
し
な
い
地

区
に
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
対
す
る

助
成
を
行
い
ま
す
。

たあ
健
や

　
今
年
も
日
本
一
の
健
康
都
市
づ
く
り
を
目
指

し
て
保
健
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
n
年
度

か
ら
改
正
さ
れ
る
「
幼
児
医
療
費
助
成
事
業
」

環
境
・
防
災
体
制
の
確
立

◆
環
境
美
化
推
進
事
業
（
ポ
イ
捨
て
防
止
な

　
ど
美
化
運
動
の
推
進
）
　
　
　
　
　
3
5

◆
交
通
安
全
対
策
事
業
　
　
　
　
　
7
3
0

◆
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
　
　
　
9
1
0

◆
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
　
　
　
6
0
0

◆
農
地
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
Ω
り
0
Ω
り

◆
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
　
　
5
、
6
0
1

雪
国
環
境
の
整
備

◆
克
雪
住
宅
づ
く
り
促
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
億
5
、
2
9
4

◆
小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
機
械
整
備
事
業
（
共

　
同
購
入
に
対
す
る
一
部
補
助
）
　
　
6
0

◇
豊
か
で
快
適
な
雪
国
づ
く
り
推
進
事
業
（
小

　
型
除
雪
機
購
入
）
　
　
　
　
　
　
2
5
0

◆
消
雪
パ
イ
プ
修
繕
工
事
　
　
　
8
、
7
9
0

◆
流
雪
溝
整
備
工
事
（
千
歳
町
、
春
日
町
、

　
美
雪
町
ほ
か
）
　
　
　
　
ー
億
6
、
8
3
0

◆
消
雪
パ
イ
プ
建
設
工
事
（
高
山
城
之
古
線
、

　
本
町
東
1
ほ
か
）
　
　
　
　
6
、
2
2
9

◇
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
事
業
9
0
0

◇
谷
内
丑
市
営
住
宅
建
設
工
事
9
、
0
0
0

健
や
か
で

や
さ
し
さ
に
あ
ふ
れ
た

　
　
　
福
祉
社
会
づ
く
り

健
康
づ
く
り
と

　
　
　
　
　
　
保
健
体
制
の
充
実

◇
幼
児
医
療
費
助
成
事
業
（
従
来
枠
を
拡
大

　
し
、
満
1
歳
～
6
歳
の
就
学
前
幼
児
の
入

　
院
に
要
し
た
医
療
費
の
助
成
）
　
5
0
2

◆
乳
児
医
療
費
助
成
事
業
（
満
1
歳
の
月
末

　
ま
で
の
医
療
費
助
成
）
　
　
　
ー
、
4
7
1

◆
老
人
医
療
費
助
成
事
業
（
砺
～
m
歳
ま
で

　
の
一
人
暮
ら
し
と
寝
た
き
り
老
人
の
医
療

　
費
助
成
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
2

◆
精
神
障
害
者
医
療
費
等
助
成
事
業
（
医
療

　
費
自
己
負
担
額
を
軽
減
）
　
　
　
3
0
6

◆
日
本
一
の
健
康
都
市
づ
く
り
事
業
（
健
康

　
相
談
、
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ア
等
）
4
2
4

医
療
体
制
の
充
実

◆
老
人
保
健
施
設
・
精
神
科
病
棟
存
続
補
助

　
金
（
中
条
病
院
老
人
保
健
施
設
建
設
費
補

　
助
・
精
神
科
病
棟
運
営
費
補
助
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
Ω
り
り
乙
』
叫

◆
地
域
医
療
対
策
費
　
　
　
　
4
、
9
6
2

人
に
や
さ
し
い

　
　
　
　
　
　
生
涯
福
祉
の
充
実

◆
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
在
宅
寝
た
き
り
老

　
人
、
虚
弱
老
人
、
痴
呆
老
人
へ
の
各
種
サ

　
ー
ビ
ス
提
供
）
　
　
　
ー
億
8
、
5
2
2

◆
老
人
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
要

　
介
護
老
人
宅
へ
の
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
0
　
　
3
つ
ー
n
》

◆
目
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業
（
寝
た
き
り

　
老
人
に
日
常
生
活
用
具
を
貸
与
・
給
付
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
乙
『
0
4

◆
在
宅
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
支
援
事
業

　
（
一
人
暮
ら
し
老
人
に
緊
急
通
報
装
置
を

　
貸
与
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
5
7

◆
要
援
護
老
人
等
家
庭
援
助
事
業
（
概
ね
6
5

　
歳
以
上
の
要
援
護
老
人
へ
の
お
む
つ
の
貸

　
与
・
給
付
）
　
　
　
　
　
　
1
、
0
0
0

◆
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
（
在

6



で
は
、
従
来
の
対
象
年
齢
で
あ
る
ー
～
2
歳
児

と
い
う
上
限
を
、
6
歳
未
満
の
就
学
前
児
童
に

ま
で
拡
大
し
、
医
療
費
負
担
の
さ
ら
な
る
軽
減

を
図
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
児
童
の
健
全
な
育
成
を
図

る
た
め
の
指
標
作
成
に
向
け
「
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ

ン
作
成
事
業
」
が
新
た
に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

プ
ラ
ン
の
作
成
過
程
に
お
い
て
育
児
や
子
育
て

に
関
す
る
市
民
二
ー
ズ
の
把
握
を
行
い
、
保
育

の
さ
ら
な
る
充
実
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
老
人
福
祉
関
係
で
は
今
年
1
0
月
に
開
設
を
予

定
し
て
い
る
社
会
福
祉
法
人
「
や
ま
び
こ
」
に

対
す
る
支
援
や
、
新
た
に
実
施
さ
れ
る
予
定
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
費
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
運
営
事
業
費
を
新
規
に
予
算
計
上
し
ま
し

た
。
　
障
害
者
福
祉
関
係
で
は
、
身
体
障
害
者
等
ガ

イ
ド
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
新
規
実
施
や
、
歩
道

に
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
布
設
す
る
た
め
の
「
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
平
成
1
2
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
介
護
保
険
制

度
の
事
前
準
備
の
た
め
、
広
域
6
市
町
村
を
対

象
と
し
た
認
定
審
査
業
務
費
や
、
事
務
処
理
シ

ス
テ
ム
の
整
備
費
と
し
て
3
、
8
3
2
万
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
㎜
　
嚢
．
．
、
灘
韓

　
　
　
　
　
　
辮
鰻
．
、
鯉
．

　
　
　
　
　
　
　
　
》
、
謙
灘

　
　
　
　
　
　
簸
難
蘂
議
灘

　　　　　　　　　
　　　　　蝶

　　　　　　　議　　　　　　灘

礁
　　　　　ン

ふれあいが
織りなす

　
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
内
で
は
「
フ
ァ
ミ
リ
ー

リ
ゾ
ー
ト
宿
泊
施
設
整
備
事
業
」
を
行
い
ま
す
。

昨
年
度
の
セ
ン
タ
ー
棟
完
成
に
続
き
、
1
1
年
度

は
宿
泊
棟
の
建
設
を
進
め
、
1
2
人
の
収
容
が
可

能
な
ロ
グ
ハ
ウ
ス
2
棟
（
う
ち
1
棟
の
1
階
部

分
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
構
造
）
を
建
設
し
ま
す
。

こ
の
施
設
の
完
成
に
よ
っ
て
当
間
高
原
リ
ゾ
ー

ト
の
も
つ
施
設
と
連
携
し
た
、
低
廉
な
宿
泊
施

設
を
含
む
交
流
拠
点
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

　
十
日
町
地
域
広
域
圏
の
市
町
村
が
連
携
し
て

魅
力
あ
る
地
域
を
つ
く
り
あ
げ
る
た
め
に
「
越

後
妻
有
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整
備
構
想
」
を
推

進
し
ま
す
。
平
成
1
2
年
開
催
の
「
越
後
妻
有
大

地
の
芸
術
祭
」
を
前
に
、
n
年
度
は
招
待
作
家

に
よ
る
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
の
制
作
を

開
始
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
公
募
作
品
の
募
集
も

行
い
ま
す
。
ま
た
1
0
年
度
に
引
き
続
い
て
写
真

と
言
葉
の
コ
ン
テ
ス
ト
「
越
後
妻
有
8
万
人
の

ス
テ
キ
発
見
」
に
よ
る
地
域
資
源
の
総
目
録
づ

く
り
を
進
め
る
ほ
か
、
美
し
い
妻
有
の
里
づ
く

り
を
目
指
し
「
花
の
道
」
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　
2
月
の
発
足
以
来
、
地
域
づ
く
り
や
産
業
振

興
に
大
き
な
役
割
が
期
待
さ
れ
る
十
日
町
ま
ち

づ
く
り
シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
つ
い
て
は
、
1
、
7

0
0
万
円
を
計
上
し
、
運
営
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

　
宅
介
護
の
総
合
相
談
受
付
、
各
種
福
祉
サ

　
ー
ビ
ス
提
供
）
　
　
　
　
　
3
、
8
2
2

◆
高
齢
者
在
宅
生
活
支
援
事
業
（
訪
問
入
浴

　
車
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
）
　
　
8
2
6

◆
地
域
福
祉
基
金
活
用
事
業
（
ふ
れ
あ
い
給

　
食
サ
ー
ビ
ス
）
　
　
　
　
　
　
2
9
5

◆
老
人
ク
ラ
ブ
助
成
事
業
　
　
　
　
5
5
3

◆
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業
（
6
5

　
歳
以
上
の
対
象
者
に
医
療
費
の
一
部
及
び

　
薬
剤
一
部
負
担
金
を
助
成
）
　
3
、
4
2
1

◇
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
（
歩
道
改

　
良
・
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
布
設
整
備
）
2
0
0

◇
介
護
保
険
運
営
業
務
（
介
護
保
険
実
施
に

　
向
け
た
機
構
構
築
）
　
　
　
　
3
、
8
3
2

◇
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
作
成
事
業
（
児
童
育
成

　
計
画
の
作
成
）
　
　
　
　
　
　
　
2
0
0

ふ
れ
あ
い
が
織
り
な
す

交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ
く
り

◆
雪
ま
つ
り
委
託
料

◆
観
光
協
会
委
託
料

◆
観
光
誘
致
キ
ャ
ラ
バ
ン
事
業

◆
集
雪
・
貯
雪
・
利
雪
事
業

地
域
資
源
を
生
か
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
光
の
振
興

◆
き
も
の
ま
つ
り
・
き
も
の
園
遊
会
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
【
O
凸
U

◆
越
後
妻
有
郷
観
光
協
議
会
負
担
金
（
広
域

　
7
市
町
村
に
よ
る
観
光
協
議
会
運
営
、
ほ

　
く
ほ
く
線
の
駅
に
案
内
所
設
置
）
3
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
》
　
に
」
ハ
U
n
U

　
ヤ
塵
　
　
Q
O
《
U
n
U

『
1
り
乙

Q
》
6

に
ぎ
わ
い
と
魅
力
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拠
点
整
備

◇
ニ
ュ
ー
に
い
が
た
里
創
プ
ラ
ン
推
進
事
業

　
（
大
地
の
芸
術
祭
、
十
日
町
ス
テ
ー
ジ
整

　
備
広
域
負
担
金
等
）
　
　
　
　
4
、
4
9
6

リ
ゾ
ー
ト
と
の
連
携
強
化

◆
あ
て
ま
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営
事
業
（
交
流
プ

　
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
運
営
す
る
あ
て
ま
フ
ォ

　
ー
ラ
ム
運
営
委
員
会
へ
の
助
成
〉
4
0
0

◆
フ
ァ
、
ミ
リ
ー
リ
ゾ
ー
ト
宿
泊
施
設
整
備
事

　
業
（
体
験
交
流
宿
泊
施
設
ロ
ロ
グ
ハ
ウ
ス

　
2
棟
を
建
築
）
　
　
　
　
ー
億
3
、
5
7
3

交
流
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進

◆
十
目
町
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ク
タ
ン
ク
運
営

　
事
業
（
地
域
・
産
業
の
活
性
化
を
図
る
た

　
め
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
運
営
負
担
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
裏
　
　
7
」
0
凸
U

◆
大
好
き
十
目
町
会
補
助
事
業
　
　
3
0
0

◆
や
ま
て
・
中
条
交
流
事
業
補
助
（
友
好
訪

　
問
団
交
流
事
業
）
　
　
　
　
　
　
　
5
0

◇
宝
木
塚
・
十
日
町
子
ど
も
会
交
流
事
業
（
葛

　
飾
区
内
の
子
ど
も
会
と
市
内
の
子
ど
も
と

　
の
交
流
を
通
し
た
社
会
教
育
の
実
施
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
n
》

◆
教
育
メ
デ
ィ
ア
利
用
促
進
モ
デ
ル
事
業
（
地

　
域
情
報
の
ビ
デ
オ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
化
、
地

域
映
像
教
材
の
作
成
ほ
か
）

3
2
7

平成11年3月25日号7
…

r
…
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聾
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1

E

1
…

i
r 「

担い手育成
基盤整備事業
（県営ほ場整備事業）

　
市
内
で
は
県
営
ほ
場
整
備
事
業
織
担
駆
手
育
成
墓

盤
整
備
）
が
吉
田
南
部
、
四
日
町
麟
中
条
、
下
条
地

区
等
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
の
目
的
は
、

単
な
る
ほ
場
の
大
区
画
化
に
と
ど
ま
ぢ
ず
、
整
備
後

の
農
地
を
活
用
し
、
従
来
よ
り
も
効
率
的
で
生
産
性
、
、

の
嵩
糖
農
業
を
賓
て
る
蕊
と
に
あ
り
ま
誰
。
各
地
域

の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
従
来
通
紗
の
農
業
を
渚
擁
箔
灘
．
p

け
で
は
な
く
、
整
備
後
の
大
区
颪
ほ
場
驚
ゼ
の
ま
鱒
・

な
農
業
経
営
が
地
域
と
し
て
望
ま
し
糖
熱
懸
箆
い
馨
、

し
て
》
澹
だ
く
こ
と
離
爽
切
で
す
③

　
十
日
町
市
で
は
地
域
農
業
の
健
全
な
溌
藻
を
掴
撫
・

し
、
規
模
拡
爽
志
向
農
家
や
法
人
な
ど
織
の
農
麺
識
、

流
動
化
に
向
け
た
、
貸
し
手
・
借
り
手
双
方
繕
有
翻

な
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
魅
力
と
や
緋
が
願
の
毒

る
地
域
農
業
の
育
域
に
向
け
羅
、
皆
さ
ん
禰
建
脇
鶉

と
制
度
の
活
馬
を
お
願
雛
し
憲
す
。

ほ場整備が終ったら

将蕃の畑域麗業奪i縷う、

・齢・曝肇業彗奪薫成i驚苺務羅蒙纏

生産組織や担い手についての考えを集約しよう

膨
ほ場整備の実施地域で担い手の

経営面積が20％以上

増加すれば

ほ場整備の受益者負担のうちP

2〆3が無利子璽借りられます。

事業要件を考慮した土地利用計画の作成と実行

※農地集積の万法には

①自作地の拡大

②賃借権の拡大

㊨作業面積の拡太の3つの組み合わせ
　があります。

州1

い
る
㌧

怒●
ε
隔
・
　
、

ρコ

8



装
機
う
．

本
◎
ろ

資
る
や

　
　
　
　
　
O

備は作業量にあわせ

械・施設導入は賢く

備
討
に

資
処
等

能
用
資

適
現
関
用
関

○
　
○
　
○
　
　
　
○

ハ
形

生産組織等の発展方向をみきわ

めよう→協業化・法人化等

大切なのは人づくり。やる気

のある人を地域で認知し、安

心して働ける職場を作ろう。

獣窟萄

7
G

＾
b

農
林
課
農
地
係
（
盈
5
7

－
3
1
1
1
内
線
3
3

5
・
3
3
6
）
へ
。

く

こ
ん
な
に
お
得
な

　
　
制
度
も
あ
り
ま
す

高
生
産
性
農
業

　
　
　
　
　
　
集
積
促
進
加
算

　
担
い
手
育
成
基
盤
整
備
事
業
の
実
施
地
区
に
お
い

て
、
早
い
段
階
か
ら
の
農
地
集
積
を
進
め
る
た
め
の

支
援
制
度
で
す
。
当
該
地
域
内
で
①
3
年
以
上
の
利

用
権
設
定
、
ま
た
は
基
幹
3
作
業
の
受
委
託
に
よ
る

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
状
況
や
②
工
事
が
完
了
し
た

直
後
か
ら
の
各
年
ご
と
の
担
い
手
へ
の
土
地
利
用
の

連
た
ん
（
ま
と
ま
り
）
状
況
に
応
じ
て
、
最
大
で
地

域
全
体
の
基
盤
整
備
受
益
者
負
担
の
う
ち
の
3
分
の

ー
を
軽
減
で
き
る
制
度
で
す
。

◆
問
合
せ
1
1
農
林
課
農
地
整
備
係
へ
。

小
作
料
一
括
前
払
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ス
テ
ム

　
経
営
規
模
の
縮
小
や
撤
退
を
考
え
て
い
る
農
業
者

が
、
農
地
保
有
合
理
化
法
人
（
新
潟
県
農
林
公
社
”

窓
口
は
農
業
委
員
会
）
に
農
地
を
貸
し
付
け
る
こ
と

で
、
小
作
料
の
一
括
前
払
い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。
例
え
ば
、
1
0
年
間
の
契
約
で
あ
っ
た

場
合
は
、
1
0
年
分
の
小
作
料
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
一

括
し
て
受
け
と
っ
た
小
作
料
は
、
基
盤
整
備
の
償
還

金
と
し
て
土
地
改
良
区
に
払
い
込
む
こ
と
も
で
き
ま

す
。
な
お
、
こ
の
土
地
は
農
地
保
有
合
理
化
法
人
か

ら
担
い
手
農
家
に
貸
し
出
さ
れ
ま
す
。
担
い
手
農
家

は
農
地
保
有
合
理
化
法
人
に
対
し
小
作
料
の
年
払
い

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
問
合
せ
目
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
。

譲顯簾翻25日号9
！
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新潟県議会議員一般選挙

十日町市議会議員一般選挙
㊨
㊥

4月11日

4月25日

「町づくりあなたの一票大きなカ」
　　　…これは根津美香さん（十日町小6年）の啓発標語です

　
4
月
に
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
県
議
会
議
員
と
市
議

会
議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
後
4
年
問
地
域
の
政
治
を
任
せ

る
人
た
ち
を
冷
静
な
判
断
で
選
び
、
明
る
い
選
挙
に
し
ま
し
ょ
う
。

県
議
会
議
黛
難
、
繋
『
懸

　
　
　
立
候
補
届
出
肇
繍
丼

■
日
時
　
4
月
2
日
働

　
　
　
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時

■
場
所
　
市
役
所
保
健
セ
ン
タ
i

　
　
　
　
　
　
　
3
階
集
団
指
導
室

※
事
前
審
査

■
日
時
　
3
月
2
5
日
㈲
～
3
0
日
㈹

　
　
　
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時

■
場
所
　
市
役
所
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
1
階
選
挙
事
務
室

貿

投
票
所
蕊
携
擬
演
難
．
羅

　
　
　
　
　
　
変
わ
り
灘
載

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
新
潟

県
議
会
議
員
一
般
選
挙
か
ら
投
票
所

　
　
入
場
券
を
変
更
し
ま
す
（
下
図

参
照
）
。

　
投
票
所
入
場
券
は
、

／

の
用
紙
に
有
権
者
6
人
ま
で
を
記
載

で
き
、
ハ
ガ
キ
の
大
き
さ
に
圧
着
し

、
て
世
帯
主
あ
て
に
郵
送
し
ま
す
。

　
有
権
者
は
、
用
紙
に
ミ
シ
ン
目
が

入
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
切

り
離
し
て
個
々
に
投
票
所
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

郵
便
に
轟
灘
、
．
繊

　
　
　
　
不
在
者
撰
．
馨

　
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
障

害
者
手
帳
に
両
下
肢
、
体
幹
の
1
級

も
し
く
は
2
級
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼

吸
器
障
害
の
1
級
も
し
く
は
3
級
と

記
載
の
あ
る
人
、
ま
た
は
障
害
の
程

度
が
こ
れ
ら
の
障
害
の
程
度
に
該
当

し
、
県
知
事
が
証
明
し
た
人
は
郵
便

に
よ
り
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
こ
の
投
票
に
は
、
「
郵
便
投
票
証
明

書
」
が
必
要
で
す
。
該
当
す
る
人
で

ま
だ
交
付
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、

早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
す
で
に
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の

交
付
を
受
け
た
人
で
、
有
効
期
限
が

終
わ
る
人
は
、
再
交
付
の
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

平成11年4月11日執行
　　新潟県議会議員一般選挙投票所入場券

名簿

番号
氏名 性別

住所
十日町市（　　　　　　　　） 名簿

対照

投票所
十日町市第　　　　投票区 到着

番号

投票日時

平成11年4月11日　午前　時から午後　時まで

（〆圧着　，　切り取りノ『
i調・撃縫・……磁ii籍蓋触、、、・

i葬ぢ’廉i戴詳1、弊
　　　　》ii－i隷1；lll競鞭　・壽爾魅駒

ガゴ望欝蕪誌叢｝1葦垂

　　　　》‘霞　　　　：趣扇滑’賄融《

　　　　　貿顧　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　穫
　　　　　弼8　　　　1　嬉　｝o蜘庵　　　　　　　　｝亀亀
　　　　　6曝　　　　　　　1　　．　　　　　　　　　　縦魏健　　　　　　　”』　一嘱　　　　　　　　　　’亀亀

　　　　　　縦魏健　　　　増亀

や喰髄h角重瞳岡　　疑
　　　　　　　　　午噛

＼　
鴫｛ら辱賛噂重で

　　　　ρ一一『’1事一
ご　の　ロ　　　　　　　　　ラ

・…蝶

卿炉らギ綴　　　　　1
　　　　　　　　　　8
　　　　　　，　一　一　〇『　、
　一ピー　　　1　撃竣

峯”　　　．L，・レ’”
5◎ぞo翼緬｛

俸蔭　　　　　　　8頭
　　ぐβ町緬8
腱β頂

．麟，亭ノ
！　　、御一し《◎酵”1

畷二蝶㌘φ償紛。

召餌

8畢＋o吻糟（

膨頂　　　　　　　寂顕区
　　ナ餌鐸“鑛

壁　　　1且日午劇
陰顕β乎拷

）

　
き
　
猷
　
は噸灘　　　

　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
陶
圏
優

謝許勘蛎勤
一　4月・1日（臼）

　　　　　嫡噺曽蜘会
　鏑8・肉01

こ1靴瀞
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き
を
き
き

　
　
　
　
　
誌
灘
織
簸
轟
灘
難
鍵
、

　
　
　
　
　
齪
　
盤
醒
雛
雛
縮
鰻
講
　
応
援
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　
蒙
－
、
2
＆

　
　
　
鏡
’

克雪住宅計：29．0％

8％

　％．裂9

71．0％

平成10年3月調査

克雪住宅計：18．6％

融雪式住宅

耐雪式住宅

落雪式住宅

雪下ろし住宅

4・3％1．8％

81．4％

平成7年3月調査

市では平成7年3月と10年3月に克雪住宅アンケートを実施しました。
この3年間に克雪住宅化率は10ポイントを超える増加をみせ、克雪住宅

の地域への普及がみられます。

克
雪
住
宅

　
　
　
　
普
及
促
進
事
業

◆
補
助
対
象

【
融
雪
式
】

①
融
雪
装
置
（
地
下
水
の
解
放
利
用

　
を
伴
う
も
の
を
除
く
）
の
設
置
工

　
事
で
、
新
築
・
増
築
・
改
良
に
よ

　
る
も
の
。

②
融
雪
構
造
住
宅
の
新
築
・
増
築
工

　
事
及
び
融
雪
構
造
住
宅
へ
の
改
良

　
工
事
。

【
耐
雪
式
】

　
3
・
3
m
以
上
の
積
雪
加
重
（
9

9
0
㎏
／
㎡
）
に
対
し
て
安
全
な
住

宅
の
新
築
・
増
築
工
事
で
、
雪
ぴ
対

策
を
講
じ
た
も
の
。

◆
補
助
条
件

①
右
の
住
宅
で
、
市
が
適
正
と
認
め

　
た
も
の
を
対
象
と
し
ま
す
。

②
個
人
住
宅
及
び
共
同
住
宅
で
、
併

　
用
住
宅
も
含
み
ま
す
（
新
築
建
売

　
住
宅
の
購
入
も
可
）
。

③
簡
易
な
雨
水
・
融
雪
水
の
「
地
下

　
水
か
ん
養
ま
す
」
の
設
置
が
必
要

　
で
す
。

④
平
成
1
1
年
度
内
に
完
成
す
る
住
宅

　
に
限
り
ま
す
。

⑤
克
雪
住
宅
づ
く
り
資
金
貸
付
制
度

　
を
受
け
る
場
合
で
も
該
当
し
ま
す
。

⑥
過
去
に
克
雪
住
宅
関
連
補
助
を
受

　
け
た
こ
と
の
あ
る
方
は
該
当
し
ま

　
せ
ん
。

◆
補
助
金
上
限
　
4
4
万
円

◆
受
付
期
間
　
4
月
1
日
～
9
月
3
0

　
日
ま
で
。
※
工
事
着
手
前
に
申
請

　
し
て
く
だ
さ
い
。

克
雪
住
宅
づ
く
り

　
　
　
　
資
金
貸
付
制
度

◆
対
象
工
事
・
貸
付
額

【
融
雪
式
】

①
融
雪
装
置
（
地
下
水
の
解
放
利
用

　
を
伴
う
も
の
を
除
く
）
の
設
置
工

　
事
…
…
融
雪
装
置
の
設
置
工
事
費

　
の
8
0
％
以
内

②
融
雪
構
造
住
宅
の
新
築
工
事
…
…

　
工
事
費
の
1
5
％
以
内

③
右
の
建
物
の
改
良
工
事
…
…
工
事

　
費
の
8
0
％
以
内

【
耐
雪
式
】

　
3
・
3
m
以
上
の
積
雪
加
重
（
9

9
0
㎏
／
㎡
）
に
対
し
て
安
全
な
住

宅
の
新
築
・
増
築
工
事
で
、
雪
ぴ
対

策
を
講
じ
た
も
の
－
…
土
事
費
の
2
0

％
以
内

【
落
雪
式
】

①
屋
根
勾
配
や
、
滑
り
や
す
い
屋
根

　
材
な
ど
を
利
用
し
て
雪
を
滑
り
落

　
と
す
建
物
の
新
築
・
増
築
工
事

　
…
…
工
事
費
の
1
0
％
以
内

②
右
の
建
物
の
改
良
工
事
…
…
工
事

　
費
の
8
0
％
以
内

◆
貸
付
条
件

①
右
の
建
物
で
、
市
が
適
正
と
認
め

　
た
も
の
を
対
象
と
し
ま
す
。

②
店
舗
な
ど
住
宅
以
外
の
建
物
も
対

　
象
と
し
ま
す
。

③
簡
易
な
雨
水
・
融
雪
水
の
「
地
下

　
水
か
ん
養
ま
す
」
の
設
置
が
必
要

　
で
す
。

④
克
雪
普
及
促
進
事
業
の
補
助
を
受

　
け
る
場
合
で
も
該
当
し
ま
す
。

◆
貸
付
限
度
額
　
5
0
0
万
円

◆
貸
付
利
率
　
年
3
・
0
％

◆
貸
付
期
間
　
1
0
年
以
内

◆
受
付
期
問
　
年
度
内
に
完
了
す
る

　
も
の
で
あ
れ
ば
随
時
。
※
工
事
着

　
手
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

小
型
ロ
ー
タ
リ
ー

　
　
除
雪
機
整
備
事
業

◆
補
助
対
象
　
5
世
帯
以
上
の
町
内

会
や
除
雪
組
合
が
利
用
す
る
小
型

　
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
機
の
購
入
費
用

◆
補
助
金
額
　
購
入
費
用
の
3
0
％

　
，
（
6
0
万
円
限
度
）

◆
受
付
期
間
　
4
月
1
日
～
1
0
月
31

　
日
ま
で
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十日町市公民館（学校町1）盈57－5011へお申し込みください

　　　あなたの“新しい生き方”

　　　　　　　　　見つけませんか

■開講式　〉4月20目（火》午後7：00～小謡

　　　　　〉4月22目㈱午後1：30～健康づくり

　　　　　レ4月27日（火）午後1：30～焼物（昼）

　　　　　〉同日午後7：00～英会話（夜）・焼物

　　　　　　（夜）・男の料理・日本画

　　　　　〉4月28目㈱午後1：30～英会話（昼）

　　　　　〉同日午後7：00～国宝物語

■期　問　4月～12月（3月までのコースもあ

　　　　　ります）

■経　費・入講料1，500円（教材費は各コースご

　　　　　とに別途徴収）、連絡用ハガキ8枚（宛

　　　　名書き不要）

■定　員　各コースとも20～30人

講　座　名 講　　座　　内　　容 時　　間

焼　　　　物
（昼コース）

初心者向けの入門教室です。手びねりのひもづくり
から学習します。

毎週火曜日
午後1＝30～3＝30

英　会　話
（夜コース）

簡単なあいさつはもちろん、海外小旅行でも困らな
い程度の英会話入門教室です。

毎週火曜日
午後7：00～9：00

焼　　　　物
（夜コース）

手づくり作品を楽しみ、暮しを豊かに。炎の芸術作
品づくりです。

日本画入門
絵筆を持ったことのない人のための日本画入門教室
で、基本の写生から技術を学びます。

男の料理
これからの時代「自立できなきゃ男じゃない」「主
夫」のための楽しい料理づくりです。

第2・4火曜日
午後7＝00～9：00

英　会　話
（昼コース）

初心者を対象に、あいさつはもちろん、海外小旅行
での様々な場面での英会話を学びます。

毎週水曜日
午後1；30～3＝30

国宝物語
笹山遺跡出土品928点は、近く国宝候補として文化
財審議会にかけられます。この機会に国宝の意義や
火焔型土器などの縄文文化を学習します。

第2・4水曜日
午後7100～9＝00

健康づくり
健康が何より、「健康ウオーク」「食べる」「見る」

バラエティーに富んだ内容で学習します。
第2・4木曜日
午後1：30～3：30

こ　　　　　　　うたい

小　　　　謡
発声から習って、おめでたい席での小謡ぐらいでき
るように初歩から指導します。

第1・3火曜日
午後7：00～9二〇〇

講座名 講　座　内　容 時　間

全体学習
全体学習は一般教養を学習。全員の方の交流の場
です。※高齢者と交通・栄養と健康・地域学習

第3火曜日
午前9：30～

コ
　
　
ー
　
　
ス
　
　
学
　
　
習

かた　　　　　　べ

語　り　部 地域の名所、旧跡を学習し見聞を広めます。 第2・4水曜日
午後1：30～

写　　　真 撮影の基礎を学び、身のまわりを撮影します。 第2・4火曜日
午後1：30～

書　　　道 書き付けなど、習字の基礎を学びます。 第2・4火曜日
午前9130～

　　　oワーフロ
ワープロの基礎を学び、簡単な文章を作成し
ます。

毎週木曜日
午前9：30～

工　　　芸 紙粘土で人形や花などを制作します。 第2・4金曜日
午前9＝30～

園　　　芸
植物栽培の基礎を学び、育てる楽しさを体験
します。

第2・4金曜日
午前9：30～

手　　　芸 暮らしに役立つ手作り作品を楽しみます。 第2・4木曜日
午後1：30～

料　　　理 電子レンジを使って料理を楽しみます。
（①コースか②コースを選んでください）

①第1・翻②第2・個

午前9：30～

生　け　花
生け花の基礎を学び、心の豊かさを身につけ
ます。

第1・3金曜日
午後1130～

健康たいそう 無理なく体を動かし、健康づくりをします。 第1・3水曜日
午前9：30～

グ
ル
ー
プ
学
習

俳　　　句 俳句をとおして、自然と心を表現します。 第2・4火曜日
午後1：30～

川　　　柳
社会の動き、身のまわりのことに関心をもち
表現します。

第2・4水曜日
午後1：30～

■開級式　4月20日㈹　午前9：30～11：00

　　　　　　　開式行事・学習計画・記念講話・自治会組織

■期　問　平成11年4月～12年3月

■経　費　年問2，000円（入講料・自治会費各1，000円）

　　　　　連絡用ハガキ11枚（宛名書きをしたもの）

■対　象　60歳以上の人

67
馬

　心身にハンデを持つ青年を対象に、そばづ

くりやレクリエーションなど楽しい内容で学

習します。高校生をはじめ、一般のボランテ

ィアも同時に募ります。

　学習は月1回、主に日曜日の昼間です。

■と　き　4月18日（日）午後1：30～

■内　容　みんなで楽しくレクリエーション

　　　　　ゲームなどを行います。

■ところ　十日町市公民館（学校町1）

■経　費　入講料：年額1，000円

　　　　　（連絡用切手代）

　レクリエーションボランティアサークル「ほ

ほえみ」では、幼児とその親を対象に遊びを

とおして親子の体力づくり、感性や社会性を

養う「なかよしランド」の会員を募集してい

ます。

■と　き　4月13日㈹～毎週火曜日（年40回）

　　　　　　　　　　　午前10：00～11：00

■ところ　市民体育館（学校町1）

■対　象　0歳～就園前の乳幼児と保護者

　　　　　（当日受付〉

■年会費　おやつ代として、親子で3，000円

72



製
造
品
出
荷
額
等
が
大
幅
に
減
少

　
ー
平
成
1
0
年
工
業
統
計
調
査
結
果
（
概
数
）
1

　
平
成
1
0
年
1
2
月
31
日
現
在
で
実
施
し
た
工
業

統
計
調
査
結
果
（
概
数
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

事
業
所
数
（
5
5
4
）

　
そ
の
他
の
製
品
、
食
料
品
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品
、
金
属
製
品
な
ど
8
分
類
で
前
年
に
比
べ

増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
は
、
前
年
と
同

じ
か
減
少
し
て
い
ま
す
。
減
に
な
っ
た
事
業
所

は
、
繊
維
工
業
品
が
1
2
事
業
所
で
、
次
い
で
家

具
・
装
飾
品
が
3
事
業
所
、
一
般
機
械
器
具
、

輸
送
用
機
械
器
具
が
そ
れ
ぞ
れ
1
事
業
所
と
な

っ
て
い
ま
す
。
全
体
で
は
前
年
に
比
べ
1
事
業

所
（
0
・
2
％
）
の
増
に
な
り
ま
し
た
。

従
業
者
数
（
4
、
8
7
4
人
）

　
衣
服
・
そ
の
他
の
繊
維
製
品
で
2
2
人
（
7
・

8
％
）
、
金
属
製
品
で
2
0
人
（
2
2
・
7
％
）
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
で
1
6
人
（
72
・
7
％
）
、
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
減
少
を
み
る
と
、
繊

　
　
　
　
　
　
　
品
鱗
講
欝

　
　
　
　
　
　
雛
薪
麟
拶

一般機械器具　電気機械器具19．2％
3．2％

　　　　出機調査結果

維
工
業
品
が
3
8
1
人
（
1
4
・
0
％
）
と
最
も

多
く
、
次
い
で
電
気
機
械
器
具
の
1
6
6
人

表服・その他の繊維製品2．6％

その他13．7％

　　・製遊麟畿講額鍵

　　4．驚欝，馨総
　　　　灘岡

　
品
・
製
％

業
石
1

窯
土
3

食料品
10．1％一

難
拶灘鐡

撫籔難．
蟻

（
1
5
・
4
％
）
、
家
具
・
装
飾
品
で
33
人
（
35
・

5
％
）
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
全
体
で
は
昨
年

に
比
べ
5
6
5
人
（
1
0
・
4
％
）
と
大
幅
な
減

少
と
な
り
ま
し
た
。

製
造
品
出
荷
額
等
（
4
7
1
億
円
）

　
繊
維
工
業
品
が
72
億
3
、
6
5
3
万
円
（
2
4
・

2
％
）
と
大
幅
に
減
少
し
、
次
い
で
電
気
機
械

器
具
の
1
9
億
5
、
4
6
6
万
円
（
1
7
・
8
％
）

と
な
っ
て
お
り
、
全
体
で
は
1
0
9
億
8
、
0

0
9
万
円
（
1
8
・
9
％
）
の
減
で
4
7
1
億
6
、

2
1
3
万
円
に
な
り
、
平
成
3
年
を
ピ
ー
ク
に

依
然
と
し
て
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
構
成
比
を
み
る
と
、
市
の
地
場
産
業
で
あ
る

繊
維
工
業
品
が
4
8
・
1
％
で
全
体
の
半
分
近
く

を
占
め
て
い
ま
す
。

地区名
事業所数 織機の台数
9年 10年

対前年
増減数

9年 10年 対前年
増減数

総数 152 143 △9 152 144 △8

十日町 14 14 0 14 14 0
中条 42 42 0 42 42 0
川治 17 17 0 17 17 0
六箇 2 2 0 2 2 0
吉田 26 24 △2 26 25 △1

下条 37 33 △4 37 33 △4

水沢 14 11 △3 14 11 △3

工業統計調査結果速報（概数）

産業中分類
事　　業　所　数 従業者数　（人） 製造品出荷額等　（万円）

9年 10年 対前年
増減数
対前年
増減比
構成比 9年 10年 対前年

増減数
対前年
増減比
構成比 9　年 10年 対前年増減数 対前年

増減比
構成比

総　　　　　　　数 553 554 1 0．2 100．0 5，439 4，874 △565△10．4 100．0 5，814，222 4，716，213 △1，098，009 △18．9 100．0

食　　　料　　　晶 28 31 3 10．7 5．6 400 388 △12 △3．0 8．0 498，294 476，056 △　22，238 △4．5 10．1
飲料・たばこ・飼料 1 1 0 0．0 0．2 X X X X X X X X X X

繊　維　工　業　晶 374 362 △12 △3．2 65．3 2，724 2，343 △381△14．0 48．1 2，990，380 2，266，727 △723，653 △24．2 48．1

衣服・その他の繊維製品 17 18 1 5．9 3．2 281 303 22 7．8 6．2 118，968 122，785 3，817 3．2 2．6

木材　・木製品 8 9 1 12．5 1．6 25 25 0 0．0 0．5 17，957 14，157 △　　3，800 △21．2 0．3

家具　・装飾品 18 15 △　3△16．7 2．7 93 60 △33 △35．5 1．2 96，276 53，594 △　42，682 △44．3 1．1

パルプ・紙・紙加工品 2 3 1 50．0 0．5 X 10 X X 0．2 X 3，202 X X 0．1

出版・印刷・同関連品 9 10 1 11．1 1．8 84 86 2 2．4 1．8 91，648 86，320 △　　5，328 △5．8 1．8

化学工業製品 1 1 0 0．0 0．2 X X X X X X X X X X

プラスチック製品 3 5 2 66．7 0．9 22 38 16 72．7 0．8 23，124 30，107 6，983 30．2 0．6

ゴ　　ム　　製　　品 2 2 0 0．0 0．4 X X X X X X X X X X

なめし革・同製品・毛皮 2 2 0 0．0 0．4 X X X X X X X X X X

窯業・土石製品 8 8 0 0．0 1．4 109 107 △　2△1．8 2．2 162，835 146，071 △　16，764 △10．3 3．1

非　　鉄　　金　　属 1 1 0 0．0 0．2 X X X X X X X X X X

金　　属　　製　　品 9 11 2 22．2 2．0 88 108 20 22．7 2．2 105，792 98，739 △　　7，053 △6．7 2．1

一般機械器具 13 12 △　1△7．7 2．2 107 109 2 1．9 2．2 175，828 153，501 △　22，327 △12．7 3．3

電気機械器具 32 32 0 0．0 5．8 1，078 912 △166△15．4 18．7 1，098，986 903，520 △195，466 △17．8 19．2

輸送用機械器具 5 4 △　1△20．0 0．7 30 26 △　4△13．3 0．5 5，838 5，671 △　　　167 △2．9 0．1

精密機械器具 1 1 0 0．0 0．2 X X X X X X X X X X

その他の製品 19 26 ＼7 36．8 4．7 181 184 3 1．7 3．8 174，163 118，516 △　55，647 △32．0 2．5

X　　　の　　　計 211 175 △36 △17．1 3．6 252，043 237，247 △　14，796 △5．9 5．0

〈注＞平成10年数値は概数のため、後日県及び国が公表する確定数とは異なることがあります。Xは公表を差し控えたものです。
　　数字の単位未満は四捨五入しているため、合計の数字と内訳の計が一致しない場合があります。
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それは．

住民とア　1テイスト：が

創り上げる壮大なお祭り
鷺霧野　羅
賞品は128種類、約500点です

　3月17日㈱、クロス10大ホールにおいて、「大地の芸術祭公開プレ

ゼンテーション」が開かれ広域6市町村から5百人の皆さんが参加

しました。実行委員長の本田市長のあいさつの後、「越後妻有8万人

のステキ発見」の各賞紹介（作品応募締め切りは7月31日）、総合デ

ィレクターの北川フラムさんによる「大地の芸術祭　越後妻有アー

トトリエンナーレ2000」の主要事業概要の発表、アーティストの紹

介につづいて、特別ゲストの見城美枝子さんによる「越後妻有アー

トネックレス整備事業に寄せた特別講演」が行われました。

騰籔盗ゴ峯

参加アーティストの皆さんです

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

来
年
7
月
20
日
～
9
月
10
日
で
す
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
2

　
「
大
地
の
芸
術
祭
」
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
住
む
人
た

ち
と
が
一
緒
に
作
品
を
創
作
し
、
そ
の
場
所
に
深
く
か
か

わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
継
続
的
に
各
地

　
　
　
　
　
ひ
ら

域
の
展
望
を
拓
く
活
動
に
携
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

出
来
上
が
っ
た
作
品
の
多
く
は
そ
の
場
所
に
恒
久
的
に
設

置
さ
れ
ま
す
。
こ
の
第
1
回
目
と
な
る
大
地
の
芸
術
祭
「
越

後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
0
0
」
が
、
平
成

12

年
7
月
2
0
日
（
海
の
日
）
～
9
月
1
0
日
㈲
ま
で
の
5
3
日

間
に
わ
た
り
6
市
町
村
を
会
場
に
繰
り
広
げ
ら
れ
、
面
的

に
は
約
7
6
2
平
方
㎞
に
も
お
よ
び
ま
す
。

　
特
徴
と
し
て
は
4
点
あ
り
ま
す
。

①
参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
人
数
、
レ
ベ
ル
、
出
身
国
2
5
か

　
国
と
い
う
多
様
さ
で
は
世
界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。

②
7
6
2
平
方
㎞
の
広
大
ス
ペ
ー
ス
の
野
外
で
の
展
覧
会

　
は
世
界
で
初
め
て
の
試
み
で
す
。

③
自
然
、
歴
史
な
ど
地
域
資
源
を
生
か
し
た
展
覧
会
で
す
。

④
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
地
域
住
民
と
の
共
同
作
業
に
よ
り
作

　
品
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　
現
在
、
参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
5
0
人
ほ
ど
決
ま
っ
て
い

ま
す
が
総
勢
で
は
約
8
0
人
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
作
品
も

含
め
今
年
1
0
月
に
は
最
終
的
な
発
表
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ

の
大
地
の
芸
術
祭
は
、
以
後
3
年
ご
と
に
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
す
で
に
、
沿
道
に
花
を
植
え
て
美
し
い
花
で
妻
有
の
各

所
を
つ
な
ぐ
「
花
の
道
事
業
」
、
住
民
と
来
訪
者
が
と
も
に

妻
有
の
自
然
や
文
化
が
持
つ
隠
れ
た
魅
力
を
見
つ
け
だ
す

た
め
の
コ
ン
テ
ス
ト
「
8
万
人
の
ス
テ
キ
発
見
事
業
」
、
6

市
町
村
に
そ
れ
ぞ
れ
整
備
す
る
「
ス
テ
ー
ジ
整
備
事
業
」

が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
3
つ
の
事
業
と
「
大
地
の
芸
術
祭
」
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
過
疎
化
に
悩
ん
で
い
る
全
国
各
地
の

中
山
問
地
域
の
モ
デ
ル
に
と
な
る
「
住
み
や
す
い
、
美
し

　
　
　
　
　
つ
く

い
里
山
」
を
創
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

特別講演

大切なことは

腰を上げる姿勢です

　　見城美枝子さん

難

　
こ
の
事
業
の
す
ご
い
と
こ
ろ
は
、
テ
ー
マ
の
「
人

間
は
自
然
に
内
包
さ
れ
る
」
に
あ
る
よ
う
に
環
境
や

自
然
を
将
来
に
残
し
な
が
ら
事
業
を
進
め
る
と
い
う

点
と
、
西
暦
2
0
0
0
年
を
ス
タ
ー
ト
に
3
年
ご
と

に
事
業
を
展
開
し
て
い
く
と
い
う
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

さ
で
す
。
今
ま
で
様
々
な
地
を
訪
れ
、
見
て
き
ま
し

た
が
、
自
然
を
壊
し
て
開
発
を
進
め
て
き
た
所
、
中

途
半
端
に
や
り
、
思
い
っ
切
り
や
ら
な
か
っ
た
所
は

リ
ピ
ー
ト
に
失
敗
し
て
い
ま
す
。

　
世
界
各
地
に
遺
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
学
生
時

代
に
発
掘
作
業
に
携
わ
っ
た
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
の

遺
跡
に
は
感
激
し
、
ま
た
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
る
所
で
す
。
あ
そ
こ
は
自
然
や
森
が
残
さ
れ
神
聖

さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
遺
跡
が
時
を
超
え
て
語
り
か

け
て
く
れ
る
、
そ
ん
な
気
分
に
「
浸
る
」
こ
と
が
で

き
ま
す
。
皆
さ
ん
が
実
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
事
業

も
、
訪
れ
た
人
々
に
語
り
か
け
「
浸
る
」
こ
と
が
で

き
る
、
す
ば
ら
し
い
構
想
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

　
す
で
に
「
ス
テ
キ
発
見
」
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
皆
さ
ん
自
身
が
腰
を
上
げ
て
応
募
す
る
姿
勢
が

必
要
で
す
。
ま
た
「
こ
の
妻
有
で
、
こ
ん
な
こ
と
を

し
て
果
た
し
て
魅
力
あ
る
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
か
」

と
思
っ
て
い
て
は
だ
め
で
す
。
世
界
に
向
け
て
の
妻

有
と
い
う
発
想
が
大
切
で
す
。
ま
た
「
妻
有
」
と
い

う
呼
び
名
を
新
し
い
形
で
活
用
す
れ
ば
、
楽
し
い
企

画
も
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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花
の
漢
聾
樗

　
　
　
　
　
（
本
町
1
上
・
花
む
ら
）

　
私
は
「
花
の
道
」
事
業
で
、
花
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
委
嘱
さ
れ
た
村
山

で
す
。
今
後
、
皆
さ
ん
に
お
目
に
か

か
る
機
会
も
多
い
と
思
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
花
の
道
」
事
業
は
、
住
民
の
皆

さ
ん
と
私
た
ち
が
一
緒
に
な
っ
て
プ

ラ
ニ
ン
グ
し
、
県
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
進
め
て
い
く
事
業
で
、
地
域
の

理
解
が
な
け
れ
ば
実
現
も
継
続
も
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
、

そ
こ
に
居
住
す
る
皆
さ
ん
が
長
い
間

慣
れ
親
し
ん
で
き
た
環
境
、
付
き
合

っ
て
き
た
植
物
等
を
十
分
に
配
慮
し

つ
つ
、
よ
り
す
て
き
な
里
づ
く
り
の

た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
心
が
け
て
い

き
ま
す
。
お
互
い
理
解
し
あ
え
る
よ

う
大
い
に
意
見
交
換
を
し
ま
し
ょ
う
。

気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
事
業
は
、
プ
ラ
ニ
ン
グ
が
と

て
も
重
要
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
自
分

た
ち
の
地
域
を
注
意
深
く
観
察
し
、

周
辺
が
ス
テ
キ
に
な
る
夢
を
見
る
習

慣
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
構
想

が
ま
と
ま
つ
た
ら
、
そ
れ
を
ぜ
ひ
私

に
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
実
現
で
き

る
よ
う
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。
で
も
「
だ
め
な
も
の
は
、
だ
め
」

と
、
辛
口
で
素
っ
気
な
い
一
面
も
持

ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
点

は
悪
し
か
ら
ず
…
…
。

リ
フ
③
広

部3階
7

　
平
成
1
0
年
度
か
ら
、
「
越
後
妻
有
ア

ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
構
想
」
の
ソ
フ
ト

事
業
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
取
り
組
ん
だ
主

な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

■
平
成
1
0
年

7
／
2
4
　
大
地
＆
ス
テ
キ
オ
ー
プ
ニ

　
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
（
ク
ロ
ス
ー
0
）

　
特
別
ゲ
ス
ト
に
女
優
の
真
野
響
子

　
さ
ん
を
迎
え
、
7
0
0
人
参
加
。

聾．．顧肇鐸鍛嚢

鱗
裟
、

鍵
蜜
．

繋

　ミ　　　　　　　　ヘ　　コゆ　ぺ　　　　　　 ヂ　　ツ　　　　　　　
寸劇出演の住民ボランティアの皆さん

7
／
2
9
　
里
創
プ
ラ
ン
・
ス
テ
キ
発

　
見
首
都
圏
プ
レ
ス
発
表
（
東
京
・

　
ネ
ス
パ
ス
）
　
首
都
圏
観
光
記
者

　
ク
ラ
ブ
会
員
な
ど
3
8
社
参
加
。

8
／
1
　
　
「
越
後
妻
有
8
万
人
の
ス

　
テ
キ
発
見
」
募
集
開
始
　
写
真
と

　
言
葉
の
コ
ン
テ
ス
ト
、
応
募
締
切

　
は
今
年
7
月
31
日
。

8
／
1
　
花
と
緑
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

　
ル
9
8
（
昭
和
町
通
り
）
　
花
鉢
の

　
販
売
、
花
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教

　
室
な
ど
開
催
、
4
千
人
の
人
出
。

8
／
3
～
7
　
第
1
回
ア
ー
ト
・
ワ

　
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
テ
ー
マ
”
鏡
）

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
ジ
ョ
セ
ッ
プ
・

マ
リ
ア
・
マ
ル
テ
ィ
ン
さ
ん
（
ス

ペ
イ
ン
）
。
小
中
学
校
5
か
校
、
1

4
3
人
参
加
。
交
流
会
（
松
代
町
）

1
5
0
人
参
加
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝸
プアラマネッシュさんによる巣づくりワークショッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
難
ヴ

8
／
2
4
～
2
9
　
第
2
回
ア
ー
ト
・
ワ

　
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
テ
ー
マ
”
巣
づ

　
く
り
）
　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
ホ
セ

　
イ
ン
・
ヴ
ァ
ラ
マ
ネ
ッ
シ
ュ
さ
ん

　
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
。
5
会
場
、

　
1
4
6
人
参
加
。
交
流
会
（
青
少

　
年
ホ
ー
ム
）
1
3
0
人
参
加
。

10

／
1
7
　
第
1
回
花
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

　
ッ
プ
（
太
田
島
集
会
所
周
辺
）
　
袴

　
田
京
太
郎
さ
ん
を
講
師
に
、
花
の

　
道
オ
ブ
ジ
ェ
作
成
、
2
0
チ
ー
ム
ー

　
2
0
人
参
加
。

10

／
2
4
　
第
2
回
花
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

　
ッ
プ
（
太
田
島
集
会
所
周
辺
）

　
太
田
島
周
辺
の
花
の
道
プ
ラ
ン
作

　
成
、
1
ー
チ
ー
ム
70
人
参
加
。

みんなで話し合い花の道のプランニング

10

／
2
5
　
第
3
回
花
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

　
ッ
プ
（
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町
）

　
立
木
泉
さ
ん
を
講
師
に
、
花
の
ブ

　
ロ
ー
チ
作
成
、
3
0
人
参
加
。

■
平
成
1
1
年

1
／
1
4
～
　
　
「
小
中
学
生
5
0
0
0

　
人
の
写
真
騒
動
」
実
施
中
　
学
校

　
単
位
で
子
供
た
ち
に
よ
る
地
域
の

　
ス
テ
キ
発
見
活
動

1
／
1
4
～
1
5
　
安
斎
重
男
写
真
塾

　
「
妻
有
の
小
正
月
行
事
を
撮
る
」

　
ほ
ん
や
ら
ど
う
・
鳥
追
・
節
季
市
・

　
す
み
ぬ
り
祭
な
ど
を
撮
影
、
県
内

　
外
か
ら
3
0
人
参
加
。
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　十日町市文化財保護審議会（竹内道雄会長）は3月11

日、市教育委員会に対し、伊達八幡館跡出土品一括（考古

資料）、越後アンギン及び関係資料一括（有形民俗文化財）、

越後アンギン製作技術（工芸技術）を、新たに市指定文化

財として指定するよう答申しました。教育委員会ではこ

れを受けて、3月16日付けで市の文化財に指定しました。

諭治乙老当o

有
形
文
化
財
　
考
古
資
料

　
伊
達
八
幡
館
跡
（
十
日
町
市
大
字

伊
達
字
八
幡
・
伊
達
－
地
内
に
位
置
）

は
、
現
在
の
伊
達
地
域
な
ど
を
支
配

し
て
い
た
豪
族
の
居
館
跡
で
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
遺
物
が
出
土
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
出
土
品
は
、
本
館
跡

の
創
築
年
代
や
存
続
期
間
、
館
主
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
り
や
ま

可
能
性
も
あ
る
新
田
氏
一
族
の
鳥
山

氏
と
の
関
係
を
考
究
す
る
上
で
極
め

て
重
要
で
す
。
ま
た
乏
し
い
中
世
史

料
を
補
填
し
、
当
地
方
の
歴
史
を
解

明
す
る
上
で
も
か
け
が
え
の
な
い
資

料
で
す
。

　
本
館
跡
は
昭
和
62
年
、
県
営
ほ
場

整
備
事
業
に
伴
う
発
掘
調
査
に
よ
っ

　
し
ゅ
か
く

て
主
郭
と
副
郭
の
ほ
か
に
、
こ
れ
ら

を
取
り
巻
く
外
郭
的
な
遺
構
か
ら
な

る
大
規
模
な
居
館
跡
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。

　
主
郭
は
低
い
崖
と
な
る
東
側
を
除

い
て
、
長
さ
約
6
0
層
、
上
幅
約
6
銃
、

深
さ
約
1
耕
の
空
堀
に
取
り
囲
ま
れ

て
い
ま
す
。
主
郭
へ
の
出
入
口
は
南

側
空
堀
の
土
橋
の
ほ
か
、
西
側
と
北

側
空
堀
に
木
橋
の
遺
構
が
認
め
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
っ
た
て
ば
し
ら

内
部
か
ら
は
大
小
の
掘
立
柱
建
物

跡
が
1
5
棟
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
重
複

す
る
も
の
が
多
く
、
最
大
の
建
物
は

約
1
5
5
平
方
諸
（
約
4
7
坪
）
も
あ

り
ま
す
。
井
戸
跡
は
2
基
検
出
さ
れ

石
組
み
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

ほ
か
、
枡
形
的
な
防
御
施
設
と
み
ら

れ
る
小
空
堀
が
ー
か
所
検
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
副
郭
は
主
郭
の
西
側
に
隣
接
し
北

側
へ
張
出
し
て
い
ま
す
。
東
西
側
が

約
4
4
層
、
南
北
側
が
約
4
0
癖
で
、
上

幅
約
1
・
5
㌶
、
深
さ
約
1
暦
の
空

堀
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
内
部

か
ら
は
重
複
す
る
大
小
の
掘
立
柱
建

物
跡
が
1
1
棟
検
出
さ
れ
、
ま
た
外
郭

的
な
区
域
か
ら
も
大
小
2
3
棟
の
掘
立

柱
建
物
跡
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
土
遺
物
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
素

材
を
用
い
た
各
種
の
も
の
が
出
土
し

て
い
ま
す
。
最
も
多
い
の
は
陶
磁
器

類
で
す
が
、
石
製
品
・
木
製
品
・
金

属
製
品
な
ど
も
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
陶
磁
器
類
に
は
中
国
産
の
白
磁
・

青
磁
・
染
付
・
天
目
茶
碗
が
あ
り
、

国
内
産
で
は
珠
洲
焼
・
瀬
戸
焼
・
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）銅製の仏具（左から燭台・花瓶・錫杖の頭・花瓶・燭台

　
　
　
　
　
　
　
は
　
じ
し
つ
　
　
　
　
　
　
が

濃
焼
・
越
前
焼
・
土
師
質
土
器
・
瓦

し
つ質
土
器
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中

心
を
占
め
る
の
は
1
5
世
紀
前
半
と
、

15

世
紀
後
半
か
ら
1
6
世
紀
前
半
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
　
　
う
す

の
で
す
。
石
製
品
に
は
粉
挽
き
臼
・

さ
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
し

茶
磨
（
茶
臼
）
・
石
鉢
・
砥
石
・
硯
な

ど
が
あ
り
、
木
製
品
に
は
下
駄
・
曲

物
・
漆
塗
り
椀
・
板
な
ど
が
み
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
り
ま
た

ま
す
。
金
属
製
品
に
は
鉄
製
の
雁
股

ぞ
く
　
　
と
う
す

鎌
・
刀
子
・
釘
な
ど
の
ほ
か
に
中
国

銭
貨
や
、
特
殊
な
遺
物
と
し
て
銅
製

の
仏
具
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

　
　
し
ゃ
く
じ
ょ
う

に
は
錫
杖
の
頭
・
花
瓶
・
燭
台
・
皿

な
ど
が
あ
り
、
優
品
も
多
く
注
目
さ

れ
ま
す
。

　
本
館
跡
は
、
こ
の
地
域
を
支
配
し

て
い
た
豪
族
の
日
常
生
活
の
場
所
で

あ
り
、
南
東
約
7
0
0
層
の
高
位
段

丘
の
突
端
部
に
位
置
す
る
伊
達
城
跡

（
山
城
）
と
セ
ッ
ト
を
な
し
て
機
能

し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
本

館
跡
の
創
築
年
代
や
存
続
期
間
は
、

室
町
時
代
の
前
期
か
ら
戦
国
時
代
ま

で
、
お
よ
そ
1
0
0
年
か
ら
1
5
0

年
間
余
り
と
推
定
さ
れ
ま
す
が
、
な

お
詳
細
な
検
討
を
要
し
ま
す
。

　
館
主
（
城
主
）
に
つ
い
て
も
、
越

後
新
田
氏
一
族
の
鳥
山
氏
の
可
能
性

も
あ
り
ま
す
が
、
直
接
的
な
史
料
や

古
記
録
は
な
く
今
の
と
こ
ろ
不
明
と

い
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
ま
た
本
館

跡
の
規
模
や
構
造
か
ら
す
る
と
、
相

当
勢
力
を
も
っ
た
か
な
り
身
分
や
地

位
の
高
い
人
物
の
居
住
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

アンギン袖なし・前当て・前掛け・袋・帯、

アンギン編み工具一式・ケタ・コモヅチなど

民
俗
文
化
財
　
有
形
民
俗

　
越
後
ア
ン
ギ
ン
は
、
カ
ラ
ム
シ
・

ア
カ
ソ
・
イ
ラ
ク
サ
な
ど
の
植
物
繊

維
を
素
材
に
編
ん
で
作
ら
れ
た
布
で
、

こ
の
編
布
は
縄
文
時
代
前
期
、
あ
る

い
は
そ
れ
以
前
の
技
法
に
よ
っ
て
製

作
さ
れ
て
今
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で

す
。
し
か
も
、
越
後
ア
ン
ギ
ン
は
庶

民
生
活
の
衣
料
と
し
て
、
全
国
的
に

み
て
も
十
日
町
市
域
及
び
周
辺
の
一

部
に
の
み
遺
存
す
る
も
の
で
、
そ
の

希
少
性
も
極
め
て
貴
重
で
あ
り
、
民

俗
文
化
財
と
し
て
の
資
料
的
価
値
は

計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
か
つ
て
は
ア
ン
ギ
ン
と
い
え
ば
袖

な
し
型
の
着
衣
を
指
し
、
こ
れ
に
は

ア
ン
ギ
ン
帯
が
付
属
し
て
い
た
と
み

ら
れ
ま
す
。
ア
ン
ギ
ン
は
こ
の
ほ
か

山
着
・
股
引
き
・
前
当
て
・
前
掛
け
・

袋
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
使
わ

れ
た
よ
う
で
す
。
ア
ン
ギ
ン
の
語
源
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あ
み
ぎ
ぬ

は
、
編
衣
あ
る
い
は
網
衣
で
す
。

　
近
年
の
考
古
学
の
発
展
と
調
査
の

増
大
と
に
よ
っ
て
、
編
ん
で
作
ら
れ

た
布
が
縄
文
時
代
人
の
衣
料
の
主
流

で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
の
編
布
も
、

織
物
と
い
う
進
化
技
術
が
普
及
す
る

と
急
速
に
衰
退
の
一
途
を
た
ど
り
、

丈
夫
さ
や
厚
さ
な
ど
の
特
性
を
活
か

し
た
用
途
に
限
ら
れ
て
、
そ
の
技
術

が
伝
承
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

そ
の
一
例
と
し
て
有
名
な
の
が
、
時

宗
の
僧
侶
が
身
に
ま
と
っ
た
編
布
の

　
　
　
あ
　
み
　
い

法
衣
（
阿
弥
衣
）
で
す
。

　
こ
の
編
布
の
古
い
技
法
を
現
代
に

伝
え
る
ア
ン
ギ
ン
製
品
や
製
作
工
具
、

製
作
技
術
が
保
存
伝
承
さ
れ
て
い
る

の
は
、
全
国
的
に
み
て
も
新
潟
県
内

だ
け
の
た
め
「
越
後
ア
ン
ギ
ン
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ

が
遺
存
し
て
い
る
の
は
県
内
一
円
で

は
な
く
、
南
越
後
の
十
日
町
市
・
川

西
町
・
中
里
村
・
津
南
町
、
松
代
町
・

松
之
山
町
を
中
心
と
す
る
魚
沼
地
方

と
東
頸
城
郡
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
、
学

術
的
に
も
極
め
て
貴
重
な
も
の
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。

　
名
称
も
地
域
に
よ
っ
て
異
な
り
、

当
市
の
平
地
部
と
川
西
町
・
中
里

村
・
津
南
町
で
は
ア
ン
ギ
ン
、
当
市

の
山
間
地
は
マ
ギ
ン
（
マ
ン
ギ
ン
・

マ
ン
ギ
）
、
松
代
町
・
松
之
山
町
の
東

頸
城
郡
は
バ
ト
（
バ
ト
ウ
）
、
小
千
谷

市
・
信
州
秋
山
郷
（
長
野
県
栄
村
）

は
バ
タ
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
越
後
ア
ン
ギ
ン
の
製
作
工
具
は
単

純
で
、
俵
編
み
機
の
よ
う
な
ケ
タ
と

ア
ミ
ア
シ
を
組
み
合
わ
せ
た
用
具
と
、

た
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
こ

経
糸
を
巻
き
付
け
て
ケ
タ
に
吊
し
緯

糸
を
編
ん
で
い
く
用
具
と
し
て
の
コ

モ
ヅ
チ
の
2
つ
だ
け
で
す
。
ま
た
ア

ン
ギ
ン
帯
の
製
作
工
具
も
簡
単
で
、

　
　
　
　
　
　
　
そ
う
こ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

織
機
の
ア
ソ
ビ
（
綜
続
）
と
ヒ
（
浮
）

に
類
す
る
も
の
だ
け
で
す
。

無
形
文
化
財
　
工
芸
技
術

　
越
後
ア
ン
ギ
ン
の
製
作
技
術
は
、

十
日
町
市
域
及
び
周
辺
の
一
部
に
の

み
保
存
伝
承
さ
れ
て
い
る
希
少
な
技

術
で
あ
り
、
工
芸
技
術
史
上
極
め
て

重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
す
。

ま
た
編
物
か
ら
織
物
へ
の
進
化
や
発

展
に
、
越
後
ア
ン
ギ
ン
編
み
技
術
が

深
い
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
た
可
能

性
が
あ
り
、
こ
の
点
も
看
過
で
き
な

い
貴
重
な
技
術
と
い
え
ま
す
。

　
越
後
ア
ン
ギ
ン
及
び
そ
の
製
作
技

術
は
、
当
市
を
は
じ
め
周
辺
地
域
に

お
い
て
も
、
明
治
時
代
の
中
ほ
ど
な

い
し
末
ご
ろ
ま
で
に
は
ほ
と
ん
ど
途

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
んアンギン袖なしを製作中の皆さノ

絶
え
た
と
み
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
を

再
び
世
に
出
し
た
の
が
県
民
俗
学
会

の
創
始
者
、
小
林
存
氏
で
す
。
昭
和

28

年
、
小
林
氏
に
よ
っ
て
ア
ン
ギ
ン

の
小
袋
が
秋
山
郷
の
結
東
で
発
見
さ

れ
る
と
、
こ
れ
を
契
機
に
ア
ン
ギ
ン

探
索
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
昭
和
35
年
、
本
山
幸
一
氏

は
津
南
町
樽
田
で
、
製
作
工
具
及
び

若
年
で
の
製
作
経
験
者
（
松
沢
傳
二

郎
氏
）
を
発
見
し
、
津
南
町
教
育
委

員
会
の
滝
沢
秀
一
氏
と
協
力
し
て
、

ア
ン
ギ
ン
の
製
作
技
術
を
つ
い
に
復

元
し
「
幻
の
布
」
ア
ン
ギ
ン
を
現
代

に
よ
み
が
え
ら
せ
ま
し
た
。
こ
の
製

作
技
術
は
滝
沢
氏
に
受
け
継
が
れ
て

伝
承
、
普
及
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、

滝
沢
氏
の
情
熱
も
あ
っ
て
、
津
南
町

で
は
有
志
の
方
々
や
越
後
秋
山
郷
の

女
性
た
ち
も
技
術
の
習
得
に
努
め
、

ま
た
関
心
も
高
ま
り
小
学
校
の
授
業

に
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
市
で
は
し
ば
ら
く
後
の
平
成
5

年
1
2
月
、
「
縄
文
芸
術
の
郷
を
創
る

会
」
が
こ
の
越
後
ア
ン
ギ
ン
の
製
作

技
術
を
習
得
し
後
世
に
伝
え
よ
う
と
、

ア
ン
ギ
ン
学
習
会
を
開
催
し
伝
承
活

動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
間
も
な

く
「
ア
ン
ギ
ン
同
好
会
」
の
誕
生
を

み
、
本
格
的
な
伝
承
活
動
に
入
り
ま

し
た
。
技
術
指
導
に
は
、
ア
ン
ギ
ン

研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
滝
沢
氏
を

中
心
に
そ
の
門
下
の
者
が
あ
た
り
、

7
年
7
月
、
こ
の
同
好
会
を
母
体
と

し
て
「
越
後
ア
ン
ギ
ン
伝
承
会
」
が

発
足
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

D木の香りがする

ティ式耐雪型屋根体育館

　
　
　
　
　

灘
　
灘

囎
灘

　水沢小学校（井川聖校長、児童数276人）の屋内体育館の新

築工事と校舎の一部新増築工事が完了しました。新体育館は

市内の小中学校では初めてのピロティ式耐雪型屋根の体育館

です。1階のピロティ部分は水沢学校給食共同調理場になり

ます。木質を生かした設計で、壁面や床には木材を使い温か

みのある建物になっています。体育館、校舎を合わせた事業

費は4億8，120万円です。

・
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l　

！

t
【
し ヨ

旨
5

「

　　　　口年生になったら」
　もうじき新学期。この春から新1年生にな

る子供たちは、希望に胸をふくらませ4目を

待っています。そんな子供たち8人に1年生

になったら何をしたいか聞きました。

　　　　　声　　　　の　　　な　麗み

お
勉
強
一
生
け
ん
命
　
　
激
蛭
靴
妨

　
　
　
　
　
　
が
ん
ば
る
よ
軌
慰
臥
勧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
こ

雲野由花子ちゃん
（孕石・八箇小学校へ）

　5歳で一輪車に乗れた（

のも得意だよ。バタ足でi

泳げるんだ。この問、11

行って来たの。1年生にン

お勉強をがんばりたいな。

桑簾大’獣んん
（塩ノ又．六箇小学校へ）だ

　なわとびは、連続67回もとべる

んだよ。だいすけくん、なおきく

ん、みさきちゃん、まこちゃんと

仲良く学校に通うんだ。もちろん

2人のお兄ちゃんも一緒だよ。

観灘瓢

　　　　　「私の生涯学習」

　春はスタートの季節。習い事や趣味を

始めるには絶好の機会です。次回は、自

分の目標を持ち、ひたむきに学習やスポ

ーツに打ち込む人々に、その楽しさや奥

深さ、継続のこつなどをお聞きします。

◆投稿される方へ　はがきや来庁などい

　ずれの万法でも構いません。なお紙上

　匿名は構いませんが、お名前、住所、

　電話番号だけは明記してください。

◆送付先　4月10日qpまでに企画人事課

　広報広聴係（〒948－8501十日町市干歳

　町3－3　盈57－3111内線213・214）

　　　　　　　　　　み

　　　　　　　　雛

　　　　　　　　をで

　　　　　　　　や
　　　　　　　　り
　　　　　　　　た
桑原武朗くん　い
（上町・中条小学校へ）な

　こうへいくん、りょうくん、な

つきくんと仲良く学校へ行くんだ。

1年生になったら、野球やサッカ

ーなど運動をがんばりたいな。も

ちろん勉強もね。

お
母
さ
ん
も
っ
と

　
　
　
お
手
伝
い
す
る
よ

上蒜どもよもやんる
（土市2．水沢小学校へ）よ

　ドッヂボールは男の子にも負け

なかったんだよ。1年生になった

ら勉強をがんばります。そして、

妹の面倒をみたり、お母さんのお

手伝いもしっかりやります。

⑯　　いちばんいいて

東京都江戸川区松島1－41－17（市内中村出身・66歳）徳永勇治郎さん

　
私
の
生
涯
の
中
で
最
も
悲
し
い
出
来
事
の
一

つ
に
母
の
死
が
あ
り
ま
す
。
も
う
5
0
年
も
前
の

こ
と
で
す
が
、
今
も
は
っ
き
り
と
脳
裏
に
焼
き

付
い
て
い
ま
す
。
そ
の
日
は
1
月
1
4
日
の
小
正

月
の
夜
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
当
時
は

当
た
り
前
だ
っ
た
1
2
月
初
め
こ
ろ
か
ら
の
根
雪

は
家
の
周
り
を
す
っ
ぽ
り
と
埋
め
尽
く
し
、
そ

の
日
も
音
も
な
く
深
々
と
降
り
続
く
寂
し
い
夜

で
し
た
。

　
母
は
当
時
ま
だ
4
2
歳
。
や
さ
し
い
母
だ
っ
た

と
今
で
も
切
な
く
思
い
出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

私
が
ま
だ
小
2
の
こ
ろ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

学
校
か
ら
あ
ま
り
の
寒
さ
冷
た
さ
に
泣
き
な
が

ら
家
に
入
る
と
、
す
ぐ
洗
面
器
に
温
か
い
お
湯

を
汲
ん
で
く
れ
て
、
凍
え
そ
う
な
私
の
両
手
を

そ
の
お
湯
の
中
で
や
さ
し
く
挟
む
よ
う
に
あ
た

た
め
て
く
れ
ま
し
た
。
あ
の
日
の
泣
き
な
が
ら

母
を
見
上
げ
た
そ
ん
な
思
い
出
が
切
な
く
懐
か

し
く
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。

　
母
は
ふ
と
し
た
風
邪
が
も
と
で
亡
く
な
っ
た

の
で
す
。
当
時
は
寒
い
雪
の
中
を
遠
い
町
か
ら

大
変
な
思
い
を
し
て
医
師
が
往
診
に
来
て
く
れ

ま
し
た
。
親
戚
が
手
伝
い
に
来
て
く
れ
て
医
師

へ
の
夜
食
の
接
待
を
し
て
い
た
の
を
よ
く
覚
え

て
い
ま
す
。
深
々
と
雪
が
降
り
積
も
る
明
け
方
、

母
は
天
国
に
旅
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
わ
ず
か

の
間
の
こ
と
な
の
で
や
つ
れ
な
ど
全
く
な
く
、

や
さ
し
い
顔
は
眠
っ
て
い
る
時
そ
の
ま
ま
で
し

た
。
も
し
あ
の
こ
ろ
が
今
の
十
日
町
な
ら
、
母

は
助
か
っ
て
い
た
の
で
は
と
、
当
時
の
雪
害
が

切
な
く
て
な
り
ま
せ
ん
。
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み
ん
な
と
仲
よ
し
の

　
　
友
達
に
な
る
の斎木奈緒ちゃんのw

（上川町・十目町小学校へ）

　お姉ちゃん（新3年生）と一緒

に行くんだよ。学校の広い体育館

やグラウンドで一輪車に乗ったり、

ドッチボールをするの。そして、

みんなと友達になるの。

サ
ツ
カ
ー
と
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
翻
詮
が
歯

　
　
　
　
　
が
ん
ば
る
ぞ
㍑
ユ
雄
加
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉

蝕態

酒井佳祐くん
（吉田山谷・吉田小学校へ）

　保育所での一番の思い

会のリレーをがんばった

学校には今までの15人の

緒だから少しもさみしく

春からスポーツがんばる

　保
　育
　所
みに
せも
て顔
あを

げ
る

二の守くん

・たいな。

れた机で

どきは保

るからね。

高橋渓太くん
（蟹沢・下条小学校へ）

　小学校に行ったら近所

たちとドッヂボールをし

おばあちゃんの買ってく

勉強もがんばるぞ。とき

育所にも顔をみせてあげ1

　笛
　や
　太
△鼓
暑藁

たし
いい

な

り、合奏

学校には

楽しみな

で送り迎

う」。

水落美
（宇田ケ沢・飛泌

　みんなや

したりする

いろんな楽

の。おじい

えしてくれ

　　　　　灘　　　　　劣
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「果敢に人命を救えるような勇気ある消防士

になりたい」という夢は今なお少しも変わっ

ていません。我々は日頃からプロ意識をもっ

て様々な状況を想定した訓練を続けています。

また先輩をはじめ職場の同僚は出動待機のた

めに一昼夜を共にする家族のようなものです。

現燦嬰魏鰻繋罷灘饗灘
を終えて引き上げる時に、心からの充実感が

わき上がってきます。いつ起こるか分からな

い災害の恐ろしさを肝に銘じ、常に厳しさと

チームワークをもって万一に備えています。

仕薯謬欝趨藁課聾昌磁
るスノーボードと草野球の上達を目指します。

これからも、いつまでもポジティブに、前向

きな若い発想を持ち続けようと思っています。

※仕事への情熱を熱く語ってくれた真霜さんの紹介で、

　次回は藤田宏恵さんにバトンタッチ。
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十
日
町
市
・
東
京
事
務
所

つ06

東
京
都
中
央
区
銀
座
4
の
1
0
の
1
2

の牛
銀
座
サ
マ
リ
ヤ
ビ
ル
5
階

　引
盈
0
3
，
3
5
4
6
，
7
2
3
0
（
F
A
X
兼
）

十
高
同
窓
会
東
京
支
部

2
百
余
名
の
参
加
で
総
会

3
月
の
中
旬
に
な
る
と
、
桜
の

便
り
も
聞
か
れ
ま
す
。
ま
た
、
銀

座
を
往
来
す
る
人
に
も
ワ
イ
シ
ャ

ツ
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

江
戸
彼
岸
桜
の
咲
い
て
い
る
芝

公
園
の
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
、

3
月
1
3
日
㈹
、
第
2
0
回
十
日
町
高

校
同
窓
会
東
京
支
部
総
会
が
2
百

余
名
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
若
い
方
々
の
参
加
が
か
つ

て
な
く
多
く
、
盛
大
な
総
会
と
な

り
ま
し
た
。

地
元
か
ら
本
田
市
長
、
大
滝
校

長
、
梧
沢
同
窓
会
会
長
を
は
じ
め

10

人
の
方
々
が
来
賓
と
し
て
招
か

れ
、
親
し
く
交
流
し
て
い
ま
し
た
。

会
で
は
旧
制
中
学
校
、
高
等
女
学

校
、
新
制
高
校
の
校
歌
と
十
日
町

小
唄
の
大
合
唱
で
、
し
ば
し
、
故

郷
の
若
か
り
し
高
校
時
代
の
日
々

を
思
い
出
し
、
故
郷
の
思
い
出
に

浸
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

2
月
2
2
日
㈲
に
は
、
東
京
十
日

町
会
の
有
志
に
よ
る
「
東
京
十
日

町
会
ぺ
ん
く
ら
ぶ
」
の
発
会
式
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
会
は
、
大
好

き
十
日
町
会
の
発
展
に
東
京
か
ら

も
お
手
伝
い
し
た
い
と
い
う
こ
と

も
趣
旨
の
一
つ
で
す
。

会
長
の
滝
沢
政
治
さ
ん
は
、
会

社
経
営
す
る
傍
ら
作
詞
家
と
し
て

も
ご
活
躍
で
す
。
4
月
か
ら
、
葛

飾
区
で
は
四
ツ
木
小
学
校
と
西
渋

江
小
学
校
を
統
廃
合
し
、
新
た
に

「
よ
つ
ぎ
小
学
校
」
が
誕
生
し
ま

す
。
滝
沢
さ
ん
は
、
こ
の
小
学
校

の
校
歌
を
作
詞
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
作
曲
は
団
伊
玖
磨
氏
）
。
コ
、

二
、
三
、
四
、
四
ツ
木
の
子
…
」

と
歌
わ
れ
て
い
る
こ
の
校
歌
を
大

好
き
十
日
町
会
の
機
関
誌
「
な
じ

ょ
だ
の
」
で
紹
介
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

瑠日．　
隅
＋
煮

，
、
支

撒
回
京
20
東
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国
民
年
金
の

ス
タ
ー
ト
は
2
0
歳
か
ら

　
国
民
年
金
に
は
、
2
0
歳
以
上
6
0
歳
未
満

の
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
ま
す
。
学
生
も

加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
老
後
の
老
齢
基
礎
年
金
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
万
一
の
病
気
や
ケ
ガ
等
で
障
害
が

残
っ
た
場
合
に
も
障
害
基
礎
年
金
が
支
給

さ
れ
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。
老
後
は
ま
だ

先
の
こ
と
と
考
え
ず
に
、
若
い
う
ち
か
ら

備
え
ま
し
ょ
う
。

〈
就
職
し
た
ら
種
別
変
更
届
け
を
〉

　
学
生
は
国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
就
職
し
て
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
等
に
加
入
し
た
場
合
は
、

第
2
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
の
で
、
国

民
年
金
係
に
届
け
が
必
要
で
す
。
籔
届
け

に
必
要
な
も
の
H
年
金
手
帳
・
就
職
先
か

ら
の
健
康
保
険
証

〈
ロ
座
振
替
の
利
用
を
〉

　
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
る
と
、
納
め
る

手
間
が
省
け
る
だ
け
で
な
く
、
納
め
忘
れ

も
な
く
な
り
ま
す
。
手
続
き
は
、
預
金
口

座
の
あ
る
金
融
機
関
の
窓
口
で
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
郵
便
局
も
利
用
で
き
ま
す
。

灘
手
続
き
に
必
要
な
も
の
H
年
金
手
帳
・

納
付
通
知
書
・
預
貯
金
通
帳
・
印
鑑

〈
保
険
料
の
免
除
制
度
の
活
用
を
〉

　
経
済
的
理
由
で
保
険
料
納
付
が
困
難
な

場
合
は
、
免
除
申
請
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
か
ず
に
、
国
民
年

金
係
ま
で
相
談
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ
H
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係

へ
。4
月
9
日
樹
は
老
齢

福
祉
年
金
の
支
払
い
日

　
4
月
9
日
か
ら
市
内
の
各
郵
便
局
で
老

齢
福
祉
年
金
の
支
払
い
が
始
ま
り
ま
す
。

受
給
者
は
次
の
も
の
を
持
参
し
受
領
し
て

く
だ
さ
い
。
代
理
人
で
も
受
領
で
き
ま
す
。

年
金
の
支
払
い
を
受
け
た
ら
証
書
は
そ
の

場
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
時
、
保

管
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
8
月
の
年

金
支
払
日
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。
4
月
9
日
に
都
合
の
つ
か
な

い
人
は
、
4
月
1
2
日
㈲
～
1
6
日
働
の
間
に

年
金
を
受
領
し
た
後
、
証
書
と
印
鑑
を
持

参
の
う
え
、
国
民
年
金
係
ま
で
お
い
で
く

だ
さ
い
。
雛
受
領
に
必
要
な
も
の
1
1
老
齢

福
祉
年
金
証
書
・
印
鑑
（
証
書
に
登
録
し

て
あ
る
も
の
）
籔
問
合
せ
H
市
民
生
活
課

国
民
年
金
係
へ
。

4
月
1
日
㈲
か
ら

老
人
医
療
の
一
部
負
担
額
が

　
　
　
　
　
　
　
　
変
わ
り
ま
す

　
老
人
保
健
法
等
の
規
定
に
基
づ
き
、
7
0

歳
以
上
の
お
年
寄
り
（
一
定
の
障
害
が
あ

る
人
は
6
5
歳
以
上
）
が
病
院
等
で
支
払
う

一
部
負
担
金
が
4
月
1
日
か
ら
次
の
よ
う

に
変
わ
り
ま
す
。

雛
外
来
の
場
合
H
1
日
に
つ
き
5
0
0
円

↓
5
3
0
円
に
（
た
だ
し
、
同
じ
医
療
機

関
に
お
い
て
ー
か
月
4
回
ま
で
負
担
・
最

高
2
、
1
2
0
円
）
繕
入
院
の
場
合
H
1

日
に
つ
き
ー
、
1
0
0
円
↓
1
、
2
0
0
円

に
（
1
か
月
最
高
3
7
、
2
0
0
円
に
）

　
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
が
入
院
し
た

場
合
、
同
じ
医
療
機
関
で
ー
か
月
に
支
払

う
金
額
が
、
最
高
3
5
、
4
0
0
円
で
よ
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
民
税
非
課
税

世
帯
で
入
院
さ
れ
た
人
は
、
国
保
係
に
申

請
し
て
「
入
院
時
一
部
負
担
金
限
度
額
適

用
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
老
齢
福

祉
年
金
の
受
給
者
は
、
入
院
の
場
合
1
日

5
0
0
円
に
減
額
さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る

人
は
、
国
保
係
に
申
請
し
て
「
入
院
時
一

部
負
担
金
減
額
・
薬
剤
一
部
負
担
金
免
除

認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

老
人
医
療
受
給
者
の
方

保
険
証
が
変
わ
っ
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
届
け
出
を

　
社
会
保
険
な
ど
で
、
扶
養
者
の
転
職
や

退
職
で
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
が
変
わ

っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
国
保
係
に
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

灘
問
合
せ
”
市
民
生
活
課
国
保
係
へ
。

提
出
く
だ
さ
い

国
民
健
康
保
険
料
申
告
書

。
国
民
健
康
保
険
料
（
以
下
、
保
険
料
）

を
適
正
に
計
算
す
る
た
め
に
、
加
入
者
全

員
の
平
成
1
0
年
中
の
所
得
を
把
握
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
加
入
世
帯

の
世
帯
主
か
ら
「
国
民
健
康
保
険
料
申
告

書
」
（
以
下
、
申
告
書
・
市
民
生
活
課
国
保

係
に
あ
り
ま
す
）
を
提
出
し
て
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
保
険
料

は
所
得
に
応
じ
て
、
3
段
階
の
割
合
で
均

等
割
・
平
等
割
を
減
額
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
こ
れ
に
は
所
得
の
有
無
に
関
係

な
く
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
土
地
建
物
等
の
譲
渡
所
得
は
、

住
民
税
で
は
特
別
控
除
が
あ
り
課
税
さ
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
保
険
料
は
特

別
控
除
を
適
用
し
な
い
で
計
算
し
ま
す
。

譲
渡
所
得
の
あ
っ
た
人
で
税
申
告
し
て
い

な
い
人
も
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

繊
提
出
不
用
の
世
帯
主
”
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
世
帯
員
全
員
が
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
申
告
書
の
提

出
は
不
要
で
す
。
①
所
得
税
の
確
定
申
告

を
し
た
人
②
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
を

し
た
人
③
給
与
・
公
的
年
金
収
入
の
み
の

人
饗
保
険
料
が
減
額
さ
れ
る
世
帯
H
世
帯

主
と
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世

帯
員
の
所
得
の
合
計
額
で
判
定
。
▼
7
割

軽
減
対
象
世
帯
〈
33
万
円
以
下
の
世
帯
〉

▼
5
割
軽
減
対
象
世
帯
〈
2
4
万
5
千
円
×

（
世
帯
主
を
除
く
加
入
者
数
）
＋
3
3
万
円

以
下
の
世
帯
〉
▼
2
割
軽
減
対
象
世
帯
〈
3
5

万
円
×
（
国
民
健
康
保
険
加
入
者
数
）
＋
3
3

万
円
以
下
の
世
帯
〉
雛
持
参
す
る
物
”
平

成
1
0
年
中
の
収
入
を
証
明
で
き
る
書
類
縮

提
出
先
・
問
合
せ
”
4
月
1
5
日
㈲
ま
で
に

市
民
生
活
課
国
保
係
へ
。

学
生
の
た
め
の

　
　
　
　
国
民
健
康
保
険
証

　
進
学
の
た
め
、
市
外
で
家
族
と
離
れ
て

生
活
す
る
人
は
、
学
生
で
あ
る
こ
と
を
示

す
こ
と
で
、
親
元
の
国
民
健
康
保
険
証
を

分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

繊
持
参
す
る
も
の
H
国
民
健
康
保
険
証
・

在
学
証
明
書
（
ま
た
は
学
生
証
の
写
し
）

縮
問
合
せ
H
市
民
生
活
課
国
保
係
へ
。

1
日
人
間
ド
ッ
ク
を

　
　
　
　
　
受
け
ま
し
ょ
う

　
平
成
n
年
度
実
施
の
1
日
人
間
ド
ッ
ク

で
は
、
次
の
事
項
に
該
当
す
る
受
診
者
に

対
し
、
総
費
用
（
税
込
）
の
6
割
を
国
民

健
康
保
険
で
助
成
し
ま
す
。
受
診
を
希
望

す
る
人
は
、
市
民
生
活
課
国
保
係
（
4
番

窓
口
）
に
直
接
、
申
請
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。
な
お
、
募
集
定
員
は
3
百
人
で
す
。

定
員
に
達
し
し
だ
い
、
受
付
終
了
と
し
ま

す
。繊
対
象
者
“
①
十
日
町
市
の
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
人
②
国
民
健
康
保
険

料
を
完
納
し
て
い
る
人
③
昭
和
4
年
4
月

2
日
～
35
年
4
月
1
日
の
間
に
生
ま
れ
た

人
④
住
民
健
診
を
受
け
て
い
な
い
人
繊
受

付
開
始
日
1
1
4
月
1
日
㈲
か
ら
灘
持
参
す

る
も
の
日
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
繊

実
施
機
関
・
助
成
後
の
自
己
負
担
額
”
①

新
潟
県
労
働
衛
生
医
学
協
会
（
県
立
十
日

町
病
院
前
）
“
1
5
、
1
2
0
円
（
た
だ

し
、
子
宮
が
ん
検
診
者
は
1
5
、
9
6
0

円
）
②
厚
生
連
中
条
病
院
”
1
3
、
4
0

0
円
（
男
性
の
み
受
付
。
た
だ
し
病
理
検

査
受
診
者
は
1
5
、
0
8
0
円
）
）
③
働
小

千
谷
総
合
病
院
H
1
5
、
1
2
0
円
④
㈹

新
潟
県
健
康
管
理
協
会
”
1
4
、
7
0
0

円
雛
問
合
せ
H
市
民
生
活
課
国
保
係
へ
。
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一
●

竃　　巳

改
正
男
女

　
　
　
雇
用
機
会
均
等
法

　
4
月
1
日
か
ら
改
正
男
女
雇
用
機
会
均

等
法
等
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

募
集
・
採
用
か
ら
定
年
・
退
職
・
解
雇
に

い
た
る
す
べ
て
の
雇
用
段
階
に
お
い
て
女

性
に
対
す
る
差
別
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。
女

性
を
不
利
に
扱
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
女

性
の
み
を
対
象
に
し
た
り
、
女
性
を
優
遇

す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会

に
雇
用
管
理
の
点
検
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
社
員
募
集
に
あ
た
り
「
男
性
の
み
」
、
「
女

　
性
の
み
」
と
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

②
女
性
の
役
職
に
上
限
を
設
け
て
い
ま
せ

　
ん
か
。

③
「
工
場
実
習
は
男
性
の
み
、
接
遇
訓
練

　
は
女
性
の
み
」
な
ど
と
し
て
い
ま
せ
ん

　
か
。

④
女
性
に
対
し
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
に
伴

　
う
退
職
制
や
解
雇
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん

　
か
。

⑤
セ
ク
ハ
ラ
の
防
止
策
を
講
じ
て
い
ま
す

　
か
。改

正
労
働
基
準
法

　
女
性
労
働
者
の
時
間
外
・
休
日
労
働
・

深
夜
業
の
規
制
が
解
消
さ
れ
ま
す
が
、
男

女
共
通
の
時
間
外
労
働
の
限
度
に
関
す
る

基
準
と
と
も
に
、
女
性
の
時
間
外
労
働
の

限
度
解
消
に
伴
う
激
変
緩
和
措
置
が
新
設

さ
れ
ま
す
。
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
女
性
保
護
規
定
の
解
消
に
伴
い
、
就
業

　
規
則
や
3
6
協
定
の
見
直
し
が
必
要
で
す
。

②
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
労
使
間
で
十

　
分
話
し
合
い
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
女
性
を
新
た
に
時
間
外
・
休
日
労
働
・

　
深
夜
業
に
従
事
さ
せ
る
場
合
に
は
、
労

　
働
基
準
法
等
の
規
定
を
守
ら
な
け
れ
ば

　
な
り
ま
せ
ん
。

④
今
ま
で
時
間
外
労
働
の
規
制
を
受
け
て

　
い
た
女
性
で
育
児
や
介
護
を
行
う
女
性

　
の
う
ち
、
希
望
者
に
つ
い
て
は
時
間
外

　
労
働
の
上
限
が
年
間
1
5
0
時
間
を
超

　
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
（
3
年
間
）
。

饗
問
合
せ
H
新
潟
女
性
少
年
室
（
盈
0
2

　
5
1
2
6
6
1
0
0
4
7
）
へ
。

婁臓勧憐叢舗識撚・．
　　　　懸鵜講灘日濃

期日 会　場　名 時　間

十日町保健所 9二30～11＝30

吉　田　集　会　所 13＝30～13：50

4／9

㈹
十日町市就業改善

　　　センター
14＝00～14：20

高　島　集　会　所 14：30～14140
真　田　小　学　校 14＝50～15＝00

下条上新田分館 9：30～10＝00

下条地区公民館 10：15～11＝00

4／19 東下組保育所 11120～11．：30
（月）

新水克雪センター 13：30～13＝50

中条地区公民館 14：10～14＝50

上　原　集　会　所 15：00～15：20

十日町市民体育館 10：00～11二30

4／20 羽　　根　　川　　荘 13：30～13＝50
（火》

八　箇　小　学　校 14＝20～14：30

赤　倉　小　学　校 15：00～15：10

大井田コミュニ

　ティーセンター
10：30～11＝30

4／21 野　中　小　学　校 13＝30～13：40
㈱
水沢地区公民館 14：00～15：00

平　　　成　　　園 15：10～15＝30

5／9
（日） 十日町市役所 9＝30～11130

・注射の時間は厳守願います。

・新規登録及び注射は6，100円、注射のみは3，100円必要です。

・当日は案内のハガキをお持ちください。

米
穀
販
亮
業
の
登
録
及
び
更
新

　
米
の
販
売
を
行
う
小
売
業
を
営
む
場
合

は
、
食
料
法
に
基
づ
く
登
録
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
平
成
8
年
6
月
に
登
録
し
た
人
で
、

引
き
続
き
米
の
販
売
を
行
お
う
と
す
る
人

は
今
回
更
新
登
録
の
申
請
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

％
登
録
期
間
H
4
月
3
0
日
働
ま
で
雛
申
請

場
所
”
新
潟
県
魚
沼
農
政
事
務
所
（
〒
9

4
6
1
0
0
0
4
北
魚
沼
郡
小
出
町
大
字

大
塚
新
田
91
f
4
新
潟
県
小
出
合
同
庁
舎

内
）
縫
申
請
手
数
料
”
新
潟
県
収
入
証
紙

で
1
店
舗
9
千
円
、
以
降
1
店
舗
増
す
ご

と
に
5
千
円
を
加
算
（
新
規
・
更
新
と
も
）

灘
そ
の
他
H
①
申
請
用
紙
は
市
役
所
農
林

課
に
あ
り
ま
す
②
次
回
の
新
規
登
録
は
9

月
1
6
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
雛
問
合
せ
目

新
潟
県
魚
沼
農
政
事
務
所
経
済
課
（
智
0

2
5
7
9
－
2
1
4
2
1
1
）
へ
。

　～いつまでも人と緑のものがたり～

　　　こ協力ください「緑の募金』

　4月1日から「緑の募金」が実施されます。市内小・中学校の児童・生徒によ

る募金活動や嘱託員さんを通じて各家庭にお願いする家庭募金などが行われ、集

まったお金は学校・公園などの緑化に役立てられます。昨年は、市内で約160万円、

　　　　　　〈平成10年度県内実績〉　　　　　　　新潟県内で約7，780万円

　　　　　　　　　　　　　　　社会福祉施設緑化　　の募金が寄せられました。

　　　学校林造成保育9校（8．75ha）　　　21か所3・4％　　　今年も市民の皆さんの
　　　校庭緑化85校　7．8％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご協力をお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成10年度には、市内
　　　　　　　　　緑の羽根　鯉講設　の校庭緑化等力雪3校、r緑

　　　　　　　　31離樹　17’8％　　の募金記念植樹実績」は
　　　　　　　　17・9％　　　　少年団の馨簸　　　　2か所、本数で17本（サ
国土緑化推進機構　　　　　　　　　　　　　　53団8．9％　　　　　方昌　　マ？11噺、、一レさザ

クラ、アメリカハナミズ

キ）が行われました。

普及宣伝啓発費

　　2．4％

／
　　　　　　　　　　　　奉仕団体「
　　　　　　　　　　　　募金推進費

ミ雛：鑛鵬

　国土緑化推進機構
　交付金　3．7％一

費
％
備
4
　
事
業

予
o

。
ア
事
等

　
　
　
イ
員
市

　
、
、
、
テ
談
木

費
会
会
ン
相
苗

賞
演
修
ラ
化
化
2

褒
講
研
ボ
緑
緑

ノティア事業、　　　『『一
目談員事業、

百木市等　3．0％

7平成11年3月25日号
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l
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怪

r

ξ
1

些
隠

　

肖
1 l
l
t

粍
旨 i
l
l

相談コーナー

①定例行政相談　　4月9日働
②交通事故相談　　4月12日（月）

③高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時
　会場：高年齢者職業相談室

政
故
者
曜
時
高
談
日
日
時
市
市
業
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
相

例
通
年
週
前
場
律
月
月
後
場
話
回
な

定
交
高
毎
午
会
法

①
②
③
　
　
　
　
④
　4月8日㈲　高橋信行弁護士

　4月22日㈲　高野毅弁護士
　午後1時30分～午後4時
会場：市役所市民相談室

　電話で市民生活課へ要予約。

※巡回職業援助相談は4月から廃止

　となりました。

チレホ：ン17一じス
雷十日町市観光情報

　　　　　　　57－0500
雷くらしのダイヤル

　　　025鱒285・7000
4／5～4／12契約とは

4／12～4／19クーリング・オフ制度につ

　　　　いて
4／19～4／26消費生活相談事例

　　　　～マルチ商法のトラブル～

4／26～5／10クレジットカードの種類と

　　　　特徴

．
雛
欝

轟
雛
蓼
・
か
け
ま
せ
ん
か

　
講
噸

覇
鰺
十
日
町
き
も
の
求
評
会

　
～
き
も
の
2
1
世
紀
へ
の
道
～

雛
日
時
”
4
月
6
日
㈹
～
n
日
㈲
（
一
般

公
開
1
0
日
㈹
午
前
9
時
～
午
後
5
時
、
n

日
㈲
午
前
9
時
～
午
後
3
時
）
獺
場
所
H

ク
ロ
ス
ー
0
霧
入
場
料
H
無
料
饗
問
合
せ
H

十
日
町
織
物
工
業
協
同
組
合
（
智
5
7
1
9

1
1
1
）
へ
。

お
も
ち
ゃ
図
書
館

　
子
育
て
な
ど
の
悩
み
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
雛
日
時
H

4
月
1
5
日
㈲
午
前
9
時
3
0
分
～
11
時
3
0
分

饗
場
所
1
1
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
撚
問
合
せ

H
健
康
福
祉
課
児
童
福
祉
係
へ
。

庭
野
泰
明
染
絵
展

縦
日
時
H
3
月
2
6
日
働
～
4
月
4
日
㈲
午

前
9
時
～
午
後
9
時
3
0
分
（
た
だ
し
、
最

終
日
は
午
後
6
時
3
0
分
ま
で
）
灘
場
所
口

公
民
館
本
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
縮
入
場
料
1
1
無

料
雛
問
合
せ
“
公
民
館
本
館
（
盈
5
7
－
5

0
1
1
）
へ
。

加
し
ま
せ
ん
か

灘市
民
音
楽
祭
出
場
団
体
募
集

懲
日
時
H
6
月
2
6
日
㈹
午
後
7
時
～
9
時

30
分
灘
場
所
口
市
民
会
館
ホ
ー
ル
籔
資
格

H
市
内
で
音
楽
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体

で
、
そ
の
構
成
員
が
お
お
む
ね
成
人
で
あ

る
こ
と
綴
申
込
み
H
4
月
1
0
日
こ
ろ
ま
で

に
団
体
名
、
代
表
者
、
連
絡
先
の
住
所
・

電
話
番
号
、
音
楽
の
ジ
ャ
ン
ル
、
活
動
内

容
を
十
日
町
市
音
楽
協
会
事
業
部
担
当
”

岡
元
眞
弓
（
智
52
1
6
5
1
1
・
F
A
X

57

1
2
0
0
8
）
へ
。

転
入
者
・
新
採
用
者

∪
タ
ー
ン
者
の
つ
ど
い

籔
日
時
“
4
月
1
3
日
㈹
午
後
6
時
～
8
時

（
5
時
3
0
分
か
ら
受
付
開
始
）
縷
場
所
U

ク
ロ
ス
ー
0
大
ホ
ー
ル
饗
参
加
費
H
1
人
3

千
5
百
円
（
当
日
徴
収
）
懲
申
込
み
H
4

月
6
日
㈹
ま
で
に
商
工
観
光
課
（
費
5

2
1

5
5
6
9
、
4
月
1
日
以
降
の
申
込
み
は

盈
5
7
1
3
1
1
1
）
へ
。

11

年
度
「
な
か
よ
し
ラ
ン
ド
」

　
　
　
　
　
　
　
会
員
募
集

　
運
動
、
リ
ズ
ム
、
歌
、
遊
び
な
ど
を
通

し
て
「
親
子
の
触
れ
合
い
」
を
深
め
ま
す
。

獺
対
象
H
3
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者
雛

，講癖織
欝麟、．鮮．．灘糟

麟講辮蝋

認羅膨一鐵懸護ぽ螺i線

コ
ー
コ
ー

ほ
く
ほ
く
線
⑭

4
月
の

ほ
く
ほ
く
線
沿
線
情
報

〈
花
ま
つ
り
ゆ
ざ
わ
〉
▼
4
月
2
9
日
㈲
▼
湯
沢
中
央
公
園
▼
越
後
湯
沢
駅

か
ら
徒
歩
1
5
分
▼
町
木
「
べ
に
や
ま
桜
」
の
観
桜
、
ち
び
っ
こ
ゲ
ー
ム
な
ど

▼
花
ま
つ
り
湯
沢
実
行
委
員
会
事
務
局
（
智
0
2
5
7
1
84
1
1
5
1
1
）

〈
立
川
志
の
輔
独
演
会
〉
▼
4
月
1
7
日
㈹
午
後
6
時
3
0
分
開
演
▼
六
日
町

文
化
会
館
▼
六
日
町
駅
か
ら
徒
歩
1
0
分
▼
3
千
5
百
円
▼
六
日
町
文
化
会

館
（
費
0
1
2
0
1
1
5
0
1
1
4
2
）

〈
高
田
城
百
万
人
観
桜
会
〉
▼
4
月
3
日
ω
～
1
8
日
㈲
▼
高
田
公
園
▼
J

R
高
田
駅
か
ら
徒
歩
1
5
分
▼
観
桜
会
の
ほ
か
、
期
間
中
の
土
・
日
に
は
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
や
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
も
開
設
。
1
1
日
午
後
3
時
か
ら

歴
代
城
主
時
代
行
列
▼
上
越
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
（
a
O
2
5
5

－
4
3
1
2
7
7
7
）

〈
ほ
く
ほ
く
線
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
実
施
中
V

◎
実
施
期
間
”
3
月
2
0
日
㈹
～
5
月
9
日
㈲
◎
参
加
方
法
H
ス
タ
ン
プ
設

置
箇
所
で
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も
ら
い
、
5
個
、
1
0
個
、
1
5
個
で
次
の
コ

ー
ス
に
応
募
で
き
ま
す
。
◎
賞
品
H
ス
タ
ン
プ
5
個
で
「
ふ
る
さ
と
コ
ー
ス
」

（
沿
線
市
町
村
の
特
産
品
3
千
円
相
当
）
3
6
人
、
1
0
個
で
「
お
も
し
ろ
コ

ー
ス
」
（
ゲ
ー
ム
ボ
ー
イ
カ
ラ
ー
）
5
人
、
1
5
個
で
「
ほ
く
ほ
く
コ
ー
ス
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
署
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
〆
　
　
畷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
儀
　
臼
頼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兄
　
日
班

（
沿
線
市
町
村
宿
泊
施
設

ペ
ア
宿
泊
券
2
万
円
相

当
）
5
組
1
0
人
◎
問
合
せ

H
ほ
く
ほ
く
線
沿
線
地
域

振
興
連
絡
協
議
会
事
務
局

（
費
52
1
5
5
6
9
、
4

月
1
日
以
降
は
智
5
7
－
3

1
1
1
商
工
観
光
課
内
）

1蓋（1ま（憩プブ窃もしろし、重

箒鮎9

〆懸灘

購
くぽく線沿韻地篭振輿

隊憾　
　
　
疇
熱

　
　
　
藍
．

　
　
ソ

　
　
傭
．
鶏
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活
動
日
H
毎
週
火
曜
日
午
前
1
0
時
～
1
1
時

雛
会
場
H
市
民
体
育
館
（
冬
期
は
サ
ン
ク

ロ
ス
）
籔
会
費
目
年
間
3
千
円
（
お
や
つ

代
）
獲
指
導
者
H
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
（
ほ
ほ
え
み
）
鷺
申
込
み
H
会
場
で
獲

問
合
せ
H
公
民
館
本
館
（
智
5
7
1
5
0
1

1
）
へ
。
※
4
月
の
「
な
か
よ
し
ラ
ン
ド
」

は
1
3
日
㈹
（
発
会
式
）
、
2
0
日
㈹
…
屋
外
ま

た
は
サ
ン
ク
ロ
ス
、
2
7
日
㈹
…
市
民
体
育

館
で
す
。

え
邸
ろ
ん
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

磁
日
時
H
4
月
1
4
日
㈱
午
前
1
0
時
3
0
分
～

午
後
1
時
雛
場
所
目
東
北
電
力
㈱
十
日
町

営
業
所
撚
内
容
H
春
を
彩
る
洋
風
料
理
撚

定
員
H
1
8
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
雛

参
加
費
0
5
0
0
円
灘
申
込
み
H
東
北
電

力
㈱
十
日
町
営
業
所
（
費
5
2
1
3
1
0
7
）

へ
。

●

　
吻
，

も

O

　
り
ゆ

　
り

　
リ
ダ
鯵
の

さ

◎

◆
献
血
年
齢
の
引
き
上
げ

　
4
月
1
日
か
ら
献
血
対
象
年
齢
が
6
5
歳

か
ら
69
歳
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
6
5
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
、
60
歳

か
ら
64
歳
ま
で
の
間
に
採
血
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る
人
に
限
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
2
0
0
醐
全
血
採
血
に
つ
い
て
、

16

歳
か
ら
6
9
歳
ま
で
に
、
4
0
0
認
全
血

採
血
及
び
血
漿
成
分
献
血
に
つ
い
て
は
、

18

歳
か
ら
6
9
歳
に
、
血
小
板
成
分
献
血
に

つ
い
て
は
、
1
8
歳
か
ら
54
歳
の
ま
ま
で
す
。

　
献
血
日
程
に
つ
い
て
は
、
毎
月
2
5
日
号

に
掲
載
し
ま
す
。
珍
間
合
せ
”
健
康
福
祉

課
保
健
予
防
係
へ
。

◆
心
の
健
康
相
談
　
籔
日
時
”
4
月
2
0
日

㈹
午
後
1
時
30
分
～
3
時
鯵
場
所
”
十
日

町
保
健
所
⑫
担
当
医
”
山
下
医
師
（
中
条

第
2
病
院
）
鯵
問
合
せ
目
十
日
町
保
健
所

（
智
57
1
2
4
0
0
）
ま
た
は
健
康
福
祉

課
保
健
予
防
係
へ
。

◆
酒
害
の
相
談
　
⑫
日
時
”
4
月
1
6
日
㈹

午
後
1
時
30
分
～
3
時
⑫
場
所
”
十
日
町

保
健
所
②
問
合
せ
”
十
日
町
保
健
所
ま
た

は
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
へ
。

◆
春
の
火
災
予
防
運
動

　
春
は
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
火
災
予
防
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

①
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な

　
い
②
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を
し

　
な
い

③
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
そ
の
場
を
離

　
れ
な
い

④
風
の
強
い
と
き
に
は
た
き
火
を
し
な
い

⑤
子
供
に
は
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊
ば

　
せ
な
い

⑥
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
た
こ
足
配
線

　
に
し
な
い

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や
す
い
物
を
近
づ

け
な
い
。

◆
新
潟
県
外
部
頭
脳
活
用
技
術
支
援
事
業

　
新
分
野
へ
の
進
出
や
、
研
究
開
発
の
事

業
化
を
通
じ
て
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
創
出

を
行
う
中
小
企
業
者
に
対
し
て
県
が
外
部

頭
脳
者
を
派
遣
し
て
、
年
間
1
2
回
程
度
の

技
術
指
導
を
行
い
ま
す
。

⑫
補
助
率
”
5
0
％
（
対
象
は
謝
金
と
旅
費
）

⑫
申
込
み
”
4
月
9
日
㈹
ま
で
に
新
潟
県

商
工
労
働
部
新
産
業
振
興
課
生
活
産
業
係

（
智
0
2
5
1
2
8
5
1
5
5
1
1
）
へ
。

◆
に
い
が
た
ニ
ュ
ー
・
エ
ジ
ソ
ン
育
成
事

業
　
独
創
的
な
技
術
や
ア
イ
デ
イ
ア
を
も

と
に
、
県
内
で
創
業
し
よ
う
と
す
る
若
手

起
業
家
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。
⑫
対
象

”
4
0
歳
未
満
で
大
学
ま
た
は
大
学
院
に
在

学
中
、
あ
る
い
は
卒
業
し
た
個
人
・
グ
ル

ー
プ
（
同
等
の
能
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
人
も
可
）
。
②
内
容
”
①
創
業
期
の
資
金

援
助
2
千
万
円
以
内
の
補
助
（
補
助
対
象

経
費
の
3
分
2
以
内
、
最
大
3
年
間
）
②

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
企
業
に
よ
る
経
営
、
施
設
、

人
材
面
の
補
助
●
申
込
み
”
4
月
30
日
㈹

ま
で
に
新
潟
県
新
産
業
振
興
課
生
活
産
業

係
（
費
0
2
5
－
2
8
5
1
5
5
1
1
）

へ
。

◆
つ
つ
が
虫
病
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
雪
解
け
と
と
も
に
山
菜
取
り
や
農
作
業

に
出
か
け
る
人
が
増
え
ま
す
が
、
つ
つ
が

虫
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
次
の
こ
と
に
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

①
肌
を
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

②
衣
類
を
草
む
ら
に
置
い
た
り
、
草
む
ら

⑭

「
介
護
保
険
」
　
◎

1
介
護
保
険
事
業
計
画
ー

　
介
護
保
険
制
度
を
実
施
す
る
に

は
、
そ
の
実
施
内
容
が
し
っ
か
り

と
し
た
根
拠
に
基
づ
い
た
計
画
性

の
あ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
た
め
、
市
町
村
に
は

事
業
計
画
を
つ
く
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

1
　
計
画
づ
く
り
の
条
件

①
　
実
態
調
査
の
実
施

　
　
実
態
調
査
は
二
ー
ズ
調
査
と

　
も
言
い
、
十
日
町
市
の
在
宅
サ

　
ー
ビ
ス
と
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
現

　
状
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
利

　
用
し
た
い
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　
の
意
向
調
査
も
行
い
ま
し
た
。

　
　
調
査
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

　
課
題
の
解
決
策
と
利
用
者
の
意

　
向
を
計
画
の
内
容
に
反
映
さ
せ

　
る
こ
と
が
大
き
な
目
的
で
す
。

②
　
計
画
策
定
委
員
会
の
機
能

　
　
介
護
保
険
制
度
は
、
利
用
者

　
の
み
が
費
用
負
担
す
る
の
で
は

　
な
く
、
4
0
歳
以
上
で
あ
れ
ば
全

　
員
が
保
険
料
を
負
担
す
る
社
会

　
保
険
方
式
で
す
。
し
た
が
っ
て

　
行
政
以
外
で
の
十
分
な
議
論
が

　
必
要
と
い
え
ま
す
。

　
　
十
日
町
市
で
は
、
市
職
員
以

　
外
の
人
た
ち
3
0
人
で
構
成
す
る

　
計
画
策
定
委
員
会
を
設
置
し
、

　
計
画
づ
く
り
に
参
加
し
て
も
ら

　
っ
て
い
ま
す
。

2
　
計
画
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト

ω
　
需
要
と
供
給

　
　
介
護
保
険
が
適
用
さ
れ
る
サ

　
ー
ビ
ス
と
適
用
さ
れ
な
い
サ
ー

　
ビ
ス
に
つ
い
て
、
現
在
の
利
用

　
度
の
高
さ
と
今
後
の
利
用
意
向

　
を
踏
ま
え
、
1
2
年
度
か
ら
5
か

　
年
の
供
給
量
を
見
込
み
ま
す
。

②
　
保
険
料
と
サ
ー
ビ
ス
の
程
度

　
　
介
護
保
険
の
財
源
は
、
公
費

　
と
保
険
料
が
半
分
ず
つ
で
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
れ
ば
保

　
険
料
は
高
く
な
り
ま
す
。
ま
た

　
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
多
く
す
れ
ば
、

　
施
設
サ
ー
ビ
ス
は
在
宅
サ
ー
ビ

　
ス
よ
り
費
用
が
か
か
る
た
め
、

　
保
険
料
も
高
く
な
り
ま
す
。

　
　
ど
の
程
度
の
サ
ー
ビ
ス
と
保

　
険
料
に
す
る
の
か
が
焦
点
で
す
。

③
　
保
険
給
付
対
象
外
の
人
た
ち

　
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

　
　
判
定
で
自
立
と
な
っ
た
人
た

　
ち
へ
の
対
応
は
、
制
度
全
体
の

　
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。
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量
i
ξ
1

II　l

揖
　I
　I ÷

　

レ
　1
　ト
　し
1 ヨ

『

§
菱
型

1
1
1
1
i

。
●

軍　　■

　
で
休
憩
・
用
便
を
し
な
い
。

③
防
虫
ス
プ
レ
ー
な
ど
を
利
用
す
る
。

　
山
林
や
草
地
に
入
っ
て
か
ら
数
日
後
に

高
熱
が
出
た
と
き
は
、
早
め
に
医
師
の
診

察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
登
記
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

開
始
　
新
潟
地
方
法
務
局
で
は
3
月
8
日

か
ら
一
般
の
登
記
所
利
用
者
に
対
し
て
、

電
話
回
線
を
利
用
し
た
音
声
ま
た
は
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
に
よ
る
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用

ぐ
だ
さ
い
。
⑫
電
話
番
号
”
（
智
0
2
5

1
2
2
7
1
5
5
1
5
）
へ
。

◆
風
俗
営
業
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正

　
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正

化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

〈
主
な
改
正
点
〉

①
派
遣
型
フ
ア
ッ
シ
ョ
ン
・
ヘ
ル
ス
、
ア

　
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
等
の
通
信
販
売
、
イ
ン

　
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ア
ダ
ル
ト
画

　
像
送
信
な
ど
の
性
風
俗
特
殊
営
業
を
営

　
も
う
と
す
る
人
は
、
公
安
委
員
会
へ
の

　
届
け
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

②
性
風
俗
特
殊
営
業
に
関
す
る
広
告
物
の

　
表
示
・
ビ
一
フ
の
配
布
等
が
特
定
の
地
域

　
を
除
き
禁
止
さ
れ
ま
す
。

●
問
合
せ
“
新
潟
県
警
察
本
部
生
活
安
全

企
画
課
（
智
0
2
5
－
2
8
5
－
0
1
1

0
・
内
線
2
6
1
5
）
ま
た
は
十
日
町
警

察
署
生
活
安
全
課
（
費
52
1
0
1
1
0
）

へ
。

◆
テ
レ
ビ
放
映
　
越
後
ア
ン
ギ
ン
や
火
焔

型
土
器
な
ど
市
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い

る
重
要
文
化
財
が
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
⑫
放
映
日
”
3
月

27
日
出
午
前
1
0
時
5
5
分
～
n
時
2
5
分
②
番

組
名
”
N
S
T
県
民
の
ひ
ろ
ば
⑫
問
合
せ

”
市
博
物
館
（
智
57
1
5
5
3
1
）
へ
。

ス　　
ポ
ー
ツ
・

　
　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

◆
第
8
回
市
長
杯
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
　
⑫
日
時
”
5
月
9
日
㈲
午
前
9
時

～
●
場
所
“
総
合
体
育
館
●
種
目
”
女
子

の
部
、
男
女
混
合
の
部
②
チ
ー
ム
編
成
”

ー
チ
ー
ム
4
～
6
人
②
参
加
費
”
2
千
円

⑫
申
込
み
”
4
月
2
6
日
㈲
ま
で
に
総
合
体

育
館
（
盈
52
1
4
3
7
7
）
へ
。
※
毎
週

水
曜
日
午
後
7
時
3
0
分
か
ら
練
習
が
で
き

る
よ
う
総
合
体
育
館
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
4
月
1
日
か
ら
商
工
観
光
課
・
社
会

福
祉
協
議
会
が
移
転
し
ま
す

O
商
工
観
光
課
”
旧
織
物
会
館
↓
市
役

所
2
階
へ
（
費
5
7
1
3
1
1
1
）

●
社
会
福
祉
協
議
会
阿
市
役
所
1
階
↓

旧
織
物
会
館
へ
（
費
5
0
－
5
0
1
0
）

新入学児童（園児）を

　　交通事故から守りましょう

交通安全はまず家庭から

各ご家庭で「交通ルール』と「安全な行

」を幼児期からしっかりと身につけさせ

　
　
　
通
う
皆
く

交
よ
が
し
者
が
時

ルールを守り、子供の手本に

　
　
　
　
　
　

安
家
幼
う

　
　
　
　
　
よ
人
ま
転
囲
る

交
各
」
し
大
り
運
範
す

○
　
　
動
ま
　
　
な
※ の皆さん、この時期は子供の行動

広くなり、子供の交通事故が多発

期です。交通安全をお願いします。

鰹舩
　の
　　つ、」9　ρ　　　　　　●　　o
　㌔，、　　　　．。嶋へ

　　　　　　じ1、ド蔽ミ．

l　」’・。

　　＼

へ

螢

安全は目くばり

　　気くばり思いやり！

市内の2月中の交通事故発生状況（）累計

年 発生件数 負傷者数 死者数 物件事故数

11年 12（31） 12（43） 0（0） 87（146）

10年 21（34） 23（38） 0（0） 47（138）

　　　　　　　　　S

　　　　　　　t

　　　　r　　¢

さ
ら
に
利
用
し
や
す
く

な
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

　
総
合
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
グ
室
で

は
、
4
月
1
日
か
ら
「
登
録
講
習
会
」

の
内
容
を
よ
り
利
用
し
や
す
い
よ
う
目

的
別
の
2
コ
ー
ス
に
変
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

更
し
ま
す
。
未
会
員
の
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
は
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
　
月

講
習
を
受
け
、
会
員
に
　
⑭

な
り
ま
せ
ん
か
。
各
回

と
も
定
員
に
な
り
し
だ

い
締
め
切
り
ま
す
の
で
、

内
容
・
日
時
を
確
認
の

上
、
お
早
め
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
初
回

利
用
者
は
、
次
の
①
②

（
要
予
約
・
定
員
あ
り
）

の
い
ず
れ
か
の
コ
ー
ス

を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

①
今
後
継
続
利
用
さ
れ

る
方
（
ス
タ
ー
ト
コ
ー

ス
）
●
使
用
料
H
3
か

月
以
上
の
「
ト
レ
ー
二

「登録講習会」日程表

ン
グ
室
使
用
券
」
を
購
入
し
て
く
だ
さ

い
●
内
容
H
体
力
測
定
を
行
い
、
個
人

の
目
的
・
体
力
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
「
個

人
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
提
供
し
ま
す
。
受

講
後
常
時
利
用
可
能
。

②
試
し
に
利
用
し
て
み
た
い
方
（
体
験

コ
ー
ス
）
●
使
用
料
H
1
回
券
を
含
む

「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
使
用
券
」
を
購
入

し
て
く
だ
さ
い
●
内
容
擁
ど
な
た
に
で

も
で
き
る
「
体
な
ら
し
メ
ニ
ュ
ー
」
を

説
明
し
ま
す
。
受
講
後
常
時
利
用
は
可

能
で
す
が
、
（
会
員
登
録
証
発
行
）
「
個

人
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
移
行
さ
れ
る
場
合

は
、
①
の
受
講
が
必
要
に
な
り
ま
す
（
要

予
約
）
。

■
問
合
せ
・
申
込
み
H
総
合
体
育
館

（
費
5
2
1
4
3
7
7
）
へ
。

日・祝 月 火 水 木 金 土

9：30～10：30 始　　業 10：00

スタート 10：30～11：30 10：30～11130 10130～11130 10：30～11：30 聖0：30～U130 10130～11：30
o　　－　　〇　　一　　一　　一　　一　一　　一　　曹　　卵

11：00～12100
体　験 スタート 体　験 スタート 体　験 スタート

体　験 o　　一　　一　　一　　一　　甲　　一　　一　　－　　一　　一

o　　”　　卿　　”　　一　　一　　q　　一　　一　　一　　一 繭　　o　　噌　　o　　卿　　一　　一　　一　　一　　一　　冒

14：00～15：00 14100戸》15：00 14：00～15：00 14：00～15：00 14：00～15：00 14：00～1510G 14：00～15100
一　　一　　一　轡　一　　一　　一　　曲　　一　　一　　一

スタート スタート 体　験 スタート 体　験 スタート 体　験
一　　曹　　一　　臼　　o　　一　　一　　一　　一　　一　　一

15：30～16130 15：30～玉6130 15130～16130 15：30～16130 15：30～16：30 15：30～16：30 15：30～16130
層　　一　　一　　甲　　一　　庸　　噂　　o　　一　　一　　一 一　　一　　一　　薗　　o　　薗　　薗　　薗　　嫡　　り　　一

体　験 体　験 スタート 体　験 スタート 体　験 スタート
，　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　9　　一

18130～19：30 18：30～19：30 18：30～19：30 葦8：30～19：30
一　一　一　　一　　一　　■　　価　　一　〇　層 り　　o　　o　　甲　　甲　　甲　　甲　　一　　一　　一 一　　一　　一　　一　　一　一　　一　－　　一　　一　　一 齢　　一　　噛　　餉　　鯵　始　的　一　坤　　蜥

スタート 体　験 スタート 体　験
一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　〇　　9　　一　　曽

20100～21：00 20100～21100 20100～21二〇〇 20：00～2玉100 20：00～21：00
20：00 一　一　　一　　一　　一　　一　齢　一　　一　　帥 薗　　り　曲　o　，　一　　●　　一　　一　　一　　一

スタート 体　験 スタート 体　験 スタート

始業9：00

　　　11：00

13：00

15：00

17：00

19：00

24
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春
期
ポ
リ
オ
（
小
児
ま
ひ
）

　
　
　
　
生
ワ
ク
チ
ン
投
与

雛
対
象
と
な
る
子
H
①
4
月
1
日
現
在
3

か
月
～
接
種
日
現
在
7
歳
半
未
満
の
子

で
、
過
去
未
接
種
か
1
回
の
み
の
子
。
②

平
成
1
0
年
7
月
2
日
～
1
1
年
1
月
1
日
に

生
ま
れ
た
子
に
は
個
別
通
知
を
し
ま
す
。

獺
投
与
の
方
法
H
6
週
間
以
上
の
間
隔
で

2
回
投
与
し
ま
す
。
都
合
に
よ
り
間
隔
が

離
れ
た
場
合
で
も
2
回
受
け
て
く
だ
さ
い
。

獺
投
与
を
受
け
ら
れ
な
い
子
H
①
発
熱
し

て
い
た
り
、
著
し
い
栄
養
障
害
の
あ
る
子

②
過
去
1
年
以
内
に
け
い
れ
ん
症
状
を
起

こ
し
た
子
③
下
痢
を
し
て
い
る
子
繊
投
与

前
の
注
意
“
①
お
子
さ
ん
の
健
康
状
態
を

よ
く
知
っ
て
い
て
、
予
診
票
の
記
入
が
で

き
る
人
が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
都
合

の
つ
か
な
い
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
予
診

票
を
健
康
福
祉
課
に
取
り
に
き
て
く
だ
さ

い
。
②
投
与
前
は
、
健
康
管
理
に
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
③
投
与
日
は
、
会
場

で
体
温
を
計
り
ま
す
。
④
「
予
防
接
種
と

子
ど
も
の
健
康
」
を
必
ず
読
ん
で
き
て
く

だ
さ
い
。
獺
持
参
す
る
も
の
”
①
母
子
健

康
手
帳
②
体
温
計
③
市
内
に
住
民
登
録
を

し
て
い
な
い
人
は
、
住
民
登
録
を
し
て
い

る
市
町
村
か
ら
「
予
防
接
種
実
施
依
頼
書
」

を
も
ら
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
獲
受
付
時

間
H
午
後
1
時
3
0
分
～
2
時
1
5
分
（
時
間

厳
守
）
雛
会
場
“
保
健
セ
ン
タ
ー

く日程表〉

地
　
　
区

期
　
日

川
治
・
六
箇
・
水
沢

4
月
6
日
㈹

十
日
町

4
月
8
日
㈱

中
条
・
下
条
・
吉
田

4
月
9
日
㈹

麻
し
ん
（
は
し
か
）
・

　
　
風
し
ん
の
予
防
接
種

　
次
の
と
お
り
、
医
師
会
の
協
力
を
得
て
、

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
個
別
接
種
を
行
い
ま

す
。
鐵
該
当
す
る
子
目
4
月
1
日
現
在
、

1
歳
半
か
ら
7
歳
半
に
該
当
す
る
子
。
①

麻
し
ん
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
麻
し
ん
に

か
か
っ
た
子
、
ま
た
は
麻
し
ん
・
M
M
R

（
麻
し
ん
・
お
た
ふ
く
・
風
し
ん
）
の
予

防
接
種
を
受
け
た
子
は
除
き
ま
す
。
②
風

し
ん
に
つ
い
て
は
、
麻
し
ん
の
予
防
接
種

を
受
け
た
か
（
今
回
申
し
込
み
を
し
た
子

を
含
む
）
、
か
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
子

（
必
ず
麻
し
ん
の
後
に
接
種
し
ま
す
）
③

平
成
8
年
1
0
月
2
日
～
9
年
1
0
月
1
日
に

生
ま
れ
た
子
に
は
個
別
通
知
を
し
ま
す
。

綴
受
け
ら
れ
な
い
子
H
1
年
以
内
に
け
い

れ
ん
を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
子
な
ど
。

慢
性
の
病
気
が
あ
る
子
は
か
か
り
つ
け
の

医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
灘
注
意
事

項
”
小
学
校
1
年
生
の
風
し
ん
集
団
接
種

は
平
成
1
1
年
度
が
最
後
で
す
。
繊
接
種
日

目
①
麻
し
ん
は
5
月
か
ら
7
月
の
指
定
さ

れ
た
日
②
風
し
ん
は
9
月
か
ら
1
1
月
の
指

定
さ
れ
た
日
縫
申
込
み
”
4
月
6
日
㈹
～

16

日
働
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）
の
間

に
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
、
健
康
福
祉

課
の
窓
口
で
。
電
話
で
の
受
付
は
し
ま
せ

ん
。
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／
　
　
　
　
つ
9
　
1
　
　
　
　
1
占
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つ
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∩
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リ
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リ
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52
　
　
6
8
6
3
　
　
52
　
　
6
8
6
5
　
　
52

　
　
　
　
　
奮
　
　
岱
費
　
　
岱
　
　
盈
費
　
　
岱

　
　
　
　
　
東
　
　
）
）
　
　
）
　
　
）
）
　
　
）

　
　
　
　
　
町
　
町
村
　
　
4
　
町
町
　
中

　
　
　
　
　
浦
　
西
里
　
町
　
西
南
日
町

　
　
　
　
　
西
　
川
中
　
時
　
…
偉
の
俊

　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
（

　
　
　
　
　
院
所
院
院
院
院
ど
院

　
　
　
　
　
医
　
　
療
　
　
　
　
　
医
　
　
み

医急救日休の月

田
勲

むし歯のないよい歯の子
　2月の3歳児健診を受けた子31人

者
　
　
明
美
　
　
　
吾
　
　
男

護
剛
　
　
　
武
満
　
　
〃

保
　
　
敏
益
　
　
　
省
　
　
英

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
1
南
3
町
2
2
　
　
　
2

所
丑
3
田
東
町
㍗
　
町

晶
照
臨
綱
”
細

　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（

　
　
　
　
ン

　
こ
子
き
希
描
葵
た
太
鯖
咲
ま
馬
平
ほ
穂

　
　
　
　
あ

子の
り
莉
助
侑
　
　
O
輝
み
美
献
拓
亮
し
史

歯
　
　
　
　
　
　
川

凝
村
。
身
林
谷
身
身
木

　
中
樋
尾
小
長
尾
尾
蕪

4月の乳幼児健康診査

〈おわびと訂正〉

　2月25日号掲載の「むし歯のない

よい歯の子」樋口恵大くんは樋口恵

太くんの誤りでした。訂正しておわ

びします。

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
騰響児〕

14日
（水）

午後1時

　～1時45分

7年10月

生まれの幼児

1歳6か月児

健　　　診

22日’

㈱

午後1時

　～1時45分

9年10月

生まれの幼児

4か月児健診
　ならびに

育児学級

21日
体）

午後1時

　～1時30分

10年12月

生まれの乳児

10か月児
身体測定

27日
（火）

午前9時15分

　　～10時

10年6月
生まれの乳児

麟㌶鯛

　　　　　会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科健診があり
　ますので、歯をきれいにみがいて来てください。（3歳
　児健診は尿検査もあります）
※4か月児健診に来られない人は、小児がん（神経芽細胞
　腫）尿検査セット・乳児一般健康診査受診票を健康福
　祉課に取りに来てください。

※平成7年11月生まれの幼児の保護者へ
　3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。5月の
　健診対象者に検査セット等を送付しますので、4月15
　日を過ぎても届かない人は、健康福祉課保健予防係ま
　で連絡してください。

4月の健康相談
会　　場 期日 時　　　間

保健センター 5・12・19・26㈲ 午前9時～11時30分

新座コミュニティセンター

13日（火）

午前9時～11時30分

大井田コミュニティセン外 午後1時30分～4時

川治地区公民館 午前9時～11時30分

北 和　会 館 午後1時30分～4時

就業改善センター

15日休）

午前9時～11時30分

山谷集会所 午後1時30分～4時

飛渡地区公民館 午前9時30分～11時30分

羽 根　川 “
斗士

16日㈹

午前9時～11時30分

水沢地区公民館 午前9時～11時30分

平 成 園 午後1時30分～4時

中条地区公民館

23日㈹

午前9時～11時30分

北原集落センター 午後1時30分～4時

下条地区公民館 午前9時～11時30分

上新田公民館 午後1時30分～4時

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩みがあるな
　どの人は、どうぞご相談を／
※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。

4月の献血車
◆全血献血　7日（月）（午前）十日町砂利㈱

　　　　　　　　　（午後）宇都宮製作所㈱

　　　　　　22日㈱（※1）根茂織物㈱

　　　　　　　　　（※2）総合体育館

＊受付時間　午前10時～正午、午後1時～3時

　　　　　　（※1）午前9時30分～11時、

　　　　　　（※2）午後0時15分～3時

◆成分献血　15日㈱（終日）十日町市役所

＊成分献血は、事前に健康福祉課保健予防係に電話

　で申し込んでください。所要時間は約60分です。

25平成11年3月25日号
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目
「
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　今月は皆さんにコモ布内で最も国際交流に貢献している

団体、ファミリア・コマ契力協会を紹介します。コモ市と

十日町市の姉妹都専交流韓ブス，ミリア・コマスカ協会が登

場したのは1992年のことです。・当時のピンニ市長（前市長）

の提案を受けてファ幕リ．ア・コマスカ協会が十日町との国

際交流の容口を現うζとになりました・

　フヲミリア・．コマスカ協会は営利を目的としない民間団

体として1969年に発足、現在ではボランティアの会員が1，

200人以上を数えるまでに成長しています。

　協会は基本目的として「コモ市民によって培われた言語

習慣、市民史と宗教史、文学、芸術、科学、及び経済活動

の古城」と’95年に派遣

団の一員として来市し

た際のボルドーリ会長

上の価値を保存し、今日によみがえらせ、後世に伝える」

こと等を掲げ、国際交流にも積極的にかかわっています。

　これまでファミリア・コマスカ協会を率いてきたのがピ

エルチェーザレ・ボルドーリ会長です。ボルドーリ会長は

カリスマティックな人物で、コモ市民からも絶大な人望が

あります。そのことは私がかつてコモ市街をボルドーリ会

長と散歩した際、私たちに明るく手を振ってあいさつをし

てくる通行人が大勢いたことからも、推察いただけるでし

ょう。ボルドーリ会長は十日町に温かな友情を抱いていて、

コモを訪問する人をいつも心から迎えてくれます。

※文章と日本語訳はアドゥア・カスターニョさん。

いねむり
総合マクト
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飛渡パワー全開

飛渡第一小学校

漏．36

　　羅　籔
鎮

灘

　
難

鰍
蕪

驚　
毒

繍

　　　　　　雛
　　　　　　　・　　鶏繰欝
　　　　　　　　　　　　ン　　　欝灘灘難

難轟睡

　　　　　　灘
騨

薄感激でした・また・昔はたくさんほたるが

　　飛渡川・昔の道・ブナ林とふるさとと環

　境学習を始めて10年目。ふるさと飛渡のよ

　さを再発見する子を目指して、家庭・地域・

　公民館等とが一体となって様々な活動に取

　り組んできています。

　　今年度は、ほたるを学習しました。ピカ

　ピカは平家ぽたる、ピッカーン、ピッカー

　ンは源氏ぼたる。親子一緒の観察会で、小

鎌さい光が遠くに見えたとき・子供たちは大

　　　乱舞していたこともお聞きしました。

　　　　そして、ほたるを含めたこれまでの活動

　　　を集大成した構成劇「飛渡の四季」を研究

　　　発表会・文化祭で上演しました。児童や保

　　　護者・地域の人たちの熱気あふれる舞台演

　　　技に見に来てくださった大勢の人たちから、

　　　大きな拍手と「飛渡のパワーはすごい」と

　　　いう声援をいただきました。

　　　　これからも、地域の皆さんと手を携えて

　　　活動を推進したいと考えています。

　　き

　　

　　
騰

幾

　
1
9
3
億
5
、
1
0
0
万
円
。
平
成
n
年

度
の
『
般
会
計
当
初
予
算
額
で
す
。
今
回
の

2
ぺ
ー
ジ
か
ら
の
予
算
特
集
は
広
報
2
年
目

の
④
が
担
当
し
ま
し
た
。
予
算
を
文
字
や
グ

ラ
フ
だ
け
で
紹
介
す
る
の
は
な
か
な
か
難
し

く
、
悪
戦
苦
闘
（
勉
強
）
し
た
①
で
す
。
じ

っ
く
り
と
読
ん
で
い
た
だ
き
、
あ
と
数
日
で

ス
タ
ー
ト
す
る
新
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
の
施
策
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
34
億
7
、
0
9
0
万

円
、
こ
れ
は
何
の
数
字
だ
と
思
い
ま
す
か
。

昭
和
4
9
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
額
、
四

半
世
紀
た
つ
2
5
年
前
の
こ
と
で
す
。
市
報
の

縮
刷
版
を
見
る
と
、
（
仮
称
）
西
小
学
校
建
設

工
事
や
、
公
共
下
水
道
事
業
に
具
体
的
に
着

手
す
る
た
め
の
予
算
計
上
、
ま
た
市
制
施
行

20

周
年
に
あ
た
り
市
民
憲
章
制
定
や
記
念
植

樹
、
な
ど
の
記
事
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
年
4
月
に
市
役
所
に
勤
め
、
ち
ょ
う
ど

25

年
と
い
う
こ
と
で
、
こ
ん
な
こ
と
を
書
き

ま
し
た
。
と
っ
く
に
折
返
し
点
を
過
ぎ
た
私

で
す
が
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も

様
々
な
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

ホ
ッ
ト
ひ
と
息

　
　
編
・
集
・
室

十目町市民の願い 市の木

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

市の花
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